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株式会社ニッセイ基礎研究所　主任研究員�
（沖縄振興開発審議会委員）�

白 石 真 澄�

裏
口
か
ら
の
沖
縄�

　
上
野
千
鶴
子
は
「
ヤ
マ
ト
ン
チ
ュ
か

ら
見
た
沖
縄
」（『
沖
縄
的
人
生
』
：
光

文
社
）
の
な
か
で
、
沖
縄
へ
の
入
り
口

に
は
表
玄
関
と
裏
口
が
あ
る
と
い
う
。

表
玄
関
か
ら
沖
縄
に
入
る
の
は
、
航
空

会
社
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
乗
っ
て
、
本

土
資
本
系
列
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に
泊

ま
り
、
内
地
か
ら
空
輸
さ
れ
た
食
材
で

つ
く
っ
た
料
理
を
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
食
べ
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
舞
台
装

置
は
本
土
資
本
に
よ
っ
て
、
南
国
リ
ゾ

ー
ト
風
や
無
国
籍
風
に
造
ら
れ
、
観
光

客
の
金
の
ほ
と
ん
ど
は
、
本
土
資
本
に

落
ち
る
。�

�
裏
口
か
ら
沖
縄
に
入
る
こ
と
は
、
一

筋
縄
で
は
い
か
な
い
シ
マ
の
共
同
体
の

あ
た
た
か
さ
と
排
他
性
、
生
々
し
い
戦

争
の
傷
跡
、
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
と
ヤ
マ

ト
ン
チ
ュ
と
ア
メ
リ
カ
が
お
り
な
す
差

別
の
重
層
構
造
、
さ
ら
に
カ
ネ
と
開
発

が
変
え
て
い
く
自
然
と
人
の
心
な
ど
、

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
直
面
す
る
沖

縄
の
現
実
を
見
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。�

�
こ
れ
ま
で
、
私
は
仕
事
で
、
ま
た
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
、
幾
度
も
沖
縄
に
足
を

踏
み
入
れ
た
。
久
米
島
で
ダ
イ
ビ
ン
グ

を
、
ま
た
、
宮
古
島
で
ゴ
ル
フ
も
満
喫

し
た
。
が
、
残
念
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
、

標
準
語
を
話
す
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
の

い
る
近
代
的
な
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、
空

港
で
き
れ
い
に
包
装
さ
れ
た
お
土
産
品

を
買
っ
て
帰
る
と
い
う
表
玄
関
か
ら
の

旅
で
あ
っ
た
。
観
光
客
と
し
て
短
期
間
、

沖
縄
に
滞
在
し
て
見
る
沖
縄
と
、
沖
縄

に
住
ん
だ
り
、
長
期
滞
在
し
て
裏
口
か

ら
み
る
沖
縄
が
別
人
の
顔
を
持
つ
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。�

�
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
人
々
が
求
め
る

旅
は
、
ヤ
マ
ト
ン
チ
ュ
が
演
出
す
る
沖

縄
で
は
な
く
、
裏
口
か
ら
の
沖
縄
、
つ

ま
り
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
姿
の
見
え
る

沖
縄
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
り
の
ま

ま
の
自
然
に
癒
さ
れ
、
知
的
欲
求
を
満

た
し
、
自
己
実
現
を
可
能
に
す
る
、
つ

ま
り
、
芸
術
・
文
化
の
鑑
賞
、
地
元
の

食
を
味
わ
い
、
歴
史
を
学
び
、
暮
ら
し

を
体
験
す
る
舞
台
と
し
て
の
沖
縄
で
は

な
い
か
と
思
う
。�

�
沖
縄
を
訪
れ
る
観
光
客
は
復
帰
時
に

は
四
十
四
万
人
で
あ
っ
た
が
、
平
成
十

一
年
に
は
四
百
五
十
六
万
人
、
観
光
収

入
は
四
百
九
億
円
か
ら
四
千
四
百
五
十

一
億
円
（
平
成
十
年
）
へ
と
、
い
ず
れ

も
十
倍
以
上
の
伸
び
を
示
し
、
県
民
総

支
出
に
占
め
る
割
合
も
十
二
％
を
超
え

た
。
第
三
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
に
お

い
て
、
沖
縄
に
国
際
的
な
観
光
・
リ
ゾ

ー
ト
地
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
施
策

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
す
で
に
観
光

や
リ
ゾ
ー
ト
産
業
が
地
域
の
雇
用
機
会

創
出
や
、
人
材
育
成
に
つ
な
が
っ
て
き

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。�

�
し
か
し
、
同
時
に
、
観
光
客
誘
致
の

た
め
に
、
貴
重
な
珊
瑚
礁
が
削
ら
れ
、

い
か
に
も
「
南
国
ら
し
さ
」
を
演
出
し

た
大
き
な
ホ
テ
ル
が
建
て
ら
れ
、
本
来

の
沖
縄
ら
し
さ
と
自
然
の
喪
失
が
進
ん

で
し
ま
っ
た
。�

�
最
近
、
沖
縄
に
カ
ジ
ノ
を
つ
く
る
と

い
う
構
想
が
浮
上
し
て
い
る
。
東
京
都

の
臨
海
部
、
石
川
県
珠
洲
市
、
秋
田
県

の
雄
和
町
で
も
カ
ジ
ノ
誘
致
が
話
題
に

上
っ
て
い
る
。
衰
退
し
て
い
た
ギ
ャ
ン

ブ
ル
の
街
か
ら
マ
フ
ィ
ア
を
追
い
出
し
、

シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の

街
と
し
て
成
功
し
た
ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
、

こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
経
済
の
好
調
を
背

景
に
国
内
か
ら
多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を

集
め
、
日
本
か
ら
も
毎
年
三
十
万
人
が

訪
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｔ
産
業
の

伸
び
悩
み
や
景
気
減
速
が
影
を
落
と
し
、

ホ
テ
ル
の
週
末
料
金
や
カ
ジ
ノ
収
入
は

下
降
線
を
た
ど
り
は
じ
め
て
い
る
な
ど
、

カ
ジ
ノ
は
景
気
変
動
を
受
け
や
す
い
産

業
で
あ
る
。�

�
ベ
ネ
チ
ア
運
河
を
配
し
た
り
、
十
五

分
ご
と
に
爆
発
を
繰
り
返
す
模
擬
火
山

の
あ
る
ホ
テ
ル
な
ど
、
塊
の
よ
う
に
そ

び
え
る
数
千
室
規
模
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

ホ
テ
ル
は
、
陳
腐
化
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、
数
年
ご
と
に
再
投
資
が
必
要
と
な

る
。
夜
に
な
れ
ば
時
間
も
金
銭
感
覚
も

麻
痺
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
ネ
オ
ン
サ

イ
ン
の
海
と
化
す
ス
ト
リ
ッ
プ
大
通
り

は
醜
悪
だ
。
商
業
主
義
に
流
さ
れ
、
目

先
の
雇
用
確
保
や
景
気
浮
揚
だ
け
を
狙

っ
た
観
光
政
策
は
地
域
の
持
続
的
発
展

と
両
立
し
な
い
し
、
訪
れ
る
人
に
媚
び

る
観
光
地
は
い
ず
れ
飽
き
ら
れ
る
。�

�
沖
縄
の
観
光
を
考
え
る
上
で
は
、
ヤ

マ
ト
ン
チ
ュ
が
演
出
す
る
沖
縄
で
は
な

く
、
裏
口
か
ら
の
沖
縄
、
つ
ま
り
ウ
チ

ナ
ー
ン
チ
ュ
の
姿
の
見
え
る
沖
縄
を
み

せ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。�

　
家
族
で
長
期
滞
在
で
き
る
清
潔
で
シ

ン
プ
ル
な
、
か
つ
英
国
の
B
・
B
の

よ
う
に
安
い
費
用
で
泊
ま
れ
る
ホ
テ
ル

が
あ
れ
ば
、
沖
縄
の
長
寿
に
関
係
す
る

と
い
わ
れ
る
ハ
ー
ブ
や
沖
縄
食
又
、
染

色
・
織
物
・
伝
統
芸
能
に
ふ
れ
た
り
、

島
の
オ
バ
ア
か
ら
昔
物
語
を
聞
い
て
夜

を
過
ご
す
。
そ
ん
な
楽
し
み
方
も
可
能

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。�
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平
成
十
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度
予
算
概
算
要
求�

平
成
十
四
年
度
予
算
概
算
要
求�

　
こ
の
度
、内
閣
府
沖
縄
担
当
部
局
は
、「
平
成
十
四
年
度
概
算
要
求
」
と
「
平
成
十
四
年
度�

沖
縄
振
興
の
重
点
施
策
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
、次
の
と
お
り
で
す
。�

　
平
成
十
四
年
度
の
概
算
要
求
・
要
望

総
額
は
、
三
千
五
百
七
十
七
億
円
（
構

造
改
革
特
別
要
求
額
を
含
む
。
）、対
前

年
度
比
一
〇
二
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。�

　
そ
の
内
訳
は
、
基
本
的
政
策
企
画
立

案
等
経
費
三
百
十
八
億
円
、
対
前
年
度

比
一
二
七
・一
％
、
沖
縄
振
興
開
発
事
業

費
等
三
千
二
百
五
十
九
億
円
、
対
前
年

度
比
一
〇
〇
・六
％
、
こ
の
う
ち
公
共
事

業
関
係
費
は
、
二
千
九
百
三
十
九
億
円
、

対
前
年
度
比
一
〇
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。�

��

　
新
た
な
時
代
の
沖
縄
の
振
興
に
向
け

て
、
関
係
各
方
面
の
協
力
を
得
つ
つ
、

今
年
度
内
の
沖
縄
振
興
新
法
実
現
に
取

り
組
む
。
平
成
十
四
年
度
に
お
い
て
は
、

新
法
の
下
で
新
た
な
沖
縄
振
興
計
画
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
新
振
計
の
初
年

度
と
し
て
、
次
の
と
お
り
施
策
の
具
体

化
を
図
る
こ
と
と
す
る
。�

　
ま
た
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
三
十
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
当
り
、
二
十

一
世
紀
の
沖
縄
の
新
た
な
発
展
の
出
発

点
と
し
て
の
位
置
づ
け
の
な
か
で
、
沖

縄
復
帰
三
十
周
年
記
念
行
事
を
行
う
べ

く
準
備
す
る
。�

一 

産
業
振
興
に
よ
る
自
立
型
経
済
の
構
築�

　
沖
縄
の
優
位
性
や
地
域
特
性
を
活
か

し
た
産
業
振
興
に
よ
る
自
立
型
経
済
の

構
築
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
。�

（
一
）観
光
リ
ゾ
ー
ト�

　
沖
縄
の
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
文
化

等
を
活
か
し
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

世
界
遺
産
の
周
辺
整
備
、
健
康
保
養
型

観
光
の
推
進
、
新
た
な
食
材
・
メ
ニ
ュ

ー
の
開
発
等
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
の
形
成
を
目
指

し
新
た
な
施
策
を
展
開
す
る
。
ま
た
、

美
ら
島
沖
縄
創
造
事
業
を
は
じ
め
と
し

て
美
し
い
沖
縄
の
景
観
形
成
に
配
慮
し

た
基
盤
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新

た
な
観
光
の
拠
点
と
し
て
世
界
的
規
模

の
新
水
族
館
の
完
成
を
図
る
。�

　
さ
ら
に
、
沖
縄
観
光
に
お
け
る
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
の
魅
力
向
上
等
に
よ
る
観
光

リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
一
層
の
飛
躍
を

目
指
し
て
、
所
要
の
税
制
上
の
措
置
を

講
じ
る
。�

（
二
）情
報
通
信�

　
沖
縄
の
新
た
な
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

と
し
て
期
待
さ
れ
る
情
報
通
信
産
業
の

一
層
の
発
展
の
た
め
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

ト
施
設
等
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
産
業
集
積
の
牽
引
力
と
な
る
情
報

中
枢
機
能
の
集
積
を
促
進
す
る
た
め
の

新
た
な
制
度
を
創
設
す
る
。�

　
ま
た
、
最
新
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使

し
た
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
の
整
備
や
学
校
教
育
に
お

け
る
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の

整
備
な
ど
、
観
光
、
教
育
、
行
政
等
様
々

な
分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
の
活
用
を
積
極

的
に
推
進
す
る
。�

（
三
）農
林
水
産
業�

　
亜
熱
帯
特
性
を
活
か
し
た
特
色
の
あ

る
農
林
水
産
業
を
振
興
す
る
た
め
、
新

た
な
計
画
を
策
定
し
、
生
産
基
盤
の
整

備
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
島
し
ょ

県
沖
縄
に
適
合
し
た
農
水
産
物
の
効
率

的
な
流
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
自
然
環
境
と
の
調
和
に
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
食
材
・
メ

ニ
ュ
ー
開
発
等
、
観
光
リ
ゾ
ー
ト
産
業

と
連
携
し
た
施
策
を
推
進
す
る
。  �

（
四
）製
造
業
等�

　
産
業
の
総
合
的
な
振
興
を
図
る
た
め

新
た
な
制
度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、

産
業
振
興
に
向
け
た
研
究
開
発
の
促
進

の
た
め
、
新
た
に
沖
縄
産
学
官
共
同
研

究
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
す
る
。
さ
ら

に
、
特
別
自
由
貿
易
地
域
等
の
活
性
化

を
図
る
た
め
の
措
置
を
拡
充
す
る
。
ま

た
、
海
洋
深
層
水
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

基
本
構
想
の
策
定
に
向
け
て
取
組
を
進

め
る
。�

　
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
つ

い
て
は
、
酒
税
の
軽
減
措
置
等
の
所
要

の
特
別
措
置
の
継
続
を
図
る
。�

（
五
）金
融
業
等�

　
金
融
業
等
の
集
積
を
促
進
す
る
た
め

新
た
な
制
度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、

金
融
関
連
業
務
誘
致
の
た
め
の
基
盤
整

備
や
人
材
育
成
の
た
め
の
調
査
等
を
行

う
。�

（
六
）中
小
企
業�

　
沖
縄
の
地
域
資
源
の
活
用
等
に
よ
り

優
位
性
を
発
揮
し
う
る
産
業
な
ど
沖
縄

に
と
っ
て
重
要
な
産
業
分
野
に
お
け
る

中
小
企
業
の
発
展
的
な
事
業
活
動
を
支

援
す
る
た
め
の
制
度
を
創
設
す
る
。�

　
ま
た
、
新
事
業
の
創
出
・
育
成
を
支

援
す
る
た
め
に
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公

庫
の
金
融
機
能
の
拡
充
を
図
る
。�

二  

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る�

　  

交
流
拠
点
の
形
成�

　
交
流
拠
点
を
支
え
る
基
盤
整
備
の
観

点
か
ら
、
拠
点
空
港
で
あ
る
那
覇
空
港

の
整
備
を
は
じ
め
、
那
覇
港
、
中
城
湾

港
新
港
地
区
等
の
整
備
を
進
め
る
。
ま

た
、
亜
熱
帯
の
特
性
を
活
か
し
た
科
学

技
術
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
九

州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果
を
踏
ま
え
、

国
際
会
議
の
沖
縄
開
催
を
積
極
的
に
推

進
す
る
。�

　
大
学
院
大
学
構
想
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
検
討
会
を
立
ち
上
げ
検
討
を
進
め

る
と
と
も
に
、
十
四
年
度
予
算
に
調
査

費
を
計
上
し
、
世
界
最
高
水
準
の
自
然

科
学
系
の
大
学
院
大
学
の
実
現
に
向
け

て
取
組
を
進
め
る
。�

三  

人
材
の
育
成�

　
人
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
初
等
中
等

教
育
機
関
の
整
備
と
学
校
教
育
の
情
報

化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
情
報
化
の

進
展
等
に
対
応
し
た
専
門
的
な
人
材
の

育
成
を
図
る
た
め
「
沖
縄
工
業
高
等
専

門
学
校
」
（
仮
称
）
の
整
備
に
着
手
す

る
。
ま
た
、
職
業
の
安
定
及
び
人
材
の

育
成
の
た
め
、
労
働
者
の
雇
用
の
促
進
、

職
業
能
力
開
発
の
促
進
等
の
計
画
的
な

推
進
を
図
る
。�

四 

潤
い
の
あ
る
平
和
な
美
し
い
沖
縄
づ
く
り�

�
  

沖
縄
の
貴
重
な
環
境
の
保
全
を
図
る

観
点
か
ら
、
修
景
緑
化
等
の
緑
の
再
生
、

赤
土
等
の
流
出
防
止
、
環
境
に
配
慮
し

た
公
共
事
業
の
実
施
等
に
努
め
る
。
ま

た
、
循
環
型
経
済
社
会
の
構
築
に
向
け

て
、
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
整
備
を
推

進
す
る
ほ
か
、
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ア
イ
ラ
ン
ド
沖
縄
」
構
想
の
具
体
化
に

向
け
て
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
環

境
調
和
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
促
進
の

た
め
の
支
援
制
度
の
創
設
を
図
る
。
国

立
組
踊
劇
場
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五

年
度
の
開
場
に
向
け
て
引
き
続
き
整
備

を
進
め
る
。�

　
さ
ら
に
、
沖
縄
の
特
殊
事
情
に
伴
う

特
別
対
策
と
し
て
、
対
馬
丸
事
件
を
後

世
に
伝
え
、
遭
難
学
童
へ
の
追
悼
と
平

和
を
祈
念
す
る
事
業
を
開
始
す
る
と
と

も
に
、
新
た
に
市
町
村
が
行
う
不
発
弾

の
探
査
、
発
掘
を
支
援
す
る
。�

五  

社
会
資
本
整
備
の
推
進�

　
本
土
か
ら
の
遠
隔
性
や
島
し
ょ
性
等

の
不
利
性
を
克
服
す
る
と
と
も
に
全
国

の
中
で
も
高
い
人
口
の
伸
び
に
伴
う
基

盤
整
備
の
ニ
ー
ズ
等
に
対
応
す
る
た
め
、

道
路
、
港
湾
、
水
資
源
開
発
、
生
活
環

境
施
設
、
保
険
医
療
施
設
等
、
生
活
・

産
業
基
盤
と
し
て
の
社
会
資
本
の
整
備

を
戦
略
的
・
重
点
的
に
進
め
、
沖
縄
が

特
色
あ
る
地
域
と
し
て
自
立
的
発
展
が

可
能
と
な
る
よ
う
基
礎
条
件
の
整
備
を

図
る
。�

　
ま
た
、
社
会
資
本
の
整
備
等
に
係
る

国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
の
特
例
等

を
継
続
す
る
。�

六 

均
衡
の
と
れ
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り�

　
沖
縄
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
課
題
に
的
確

に
対
応
し
、
均
衡
の
と
れ
た
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
。�

　
こ
の
た
め
、
新
た
な
沖
縄
振
興
計
画

に
お
い
て
圏
域
別
計
画
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
均
衡
あ
る
地
域
の
発
展
に
留

意
し
つ
つ
各
般
の
施
策
の
具
体
化
を
図

る
。
ま
た
、
地
域
の
産
業
振
興
等
を
図

る
べ
く
沖
縄
振
興
の
た
め
の
特
別
の
予

算
措
置
を
継
続
す
る
。�

�
 

さ
ら
に
、
離
島
の
振
興
、
活
性
化
は

沖
縄
の
振
興
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
港
湾
、
空
港
等
の
整
備
を
は
じ

め
、
生
産
基
盤
の
整
備
、
医
療
の
確
保
、

福
祉
の
増
進
、
教
育
の
充
実
、
生
活
用

水
の
確
保
、
下
水
道
の
整
備
等
を
進
め

る
。�

七 

米
軍
施
設
・
区
域
に
係
る
諸
施
策
の
展
開�

　
沖
縄
に
お
け
る
米
軍
施
設
・
区
域
の

整
理
・
統
合
・
縮
小
に
つ
い
て
、
「
沖

縄
に
関
す
る
特
別
行
動
委
員
会
（
Ｓ
Ａ

Ｃ
Ｏ
）
」
最
終
報
告
の
着
実
な
実
施
を

図
る
。
特
に
、
「
普
天
間
飛
行
場
の
移

設
に
関
す
る
政
府
方
針
」
（
平
成
十
一

年
十
二
月
閣
議
決
定
）
に
従
い
、
沖
縄

県
及
び
地
元
地
方
公
共
団
体
と
の
間
の

各
種
協
議
会
等
を
中
心
に
、
普
天
間
飛

行
場
の
移
設
と
、
こ
れ
に
伴
う
移
設
先

及
び
周
辺
地
域
の
振
興
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
沖
縄
県
北
部
地
域
の
振
興
、

並
び
に
駐
留
軍
用
地
跡
地
利
用
の
促
進

及
び
円
滑
化
等
を
図
る
。�

　
米
軍
基
地
所
在
市
町
村
の
活
性
化
に

つ
い
て
は
、
沖
縄
米
軍
基
地
所
在
市
町

村
活
性
化
特
別
事
業
を
引
き
続
き
鋭
意

実
施
す
る
。�

その�1

平成14年度概算要求・要望額総表�
（単位：百万円、％）�

事　　　　　　　項�
平成14年度�
概算要求額�
31,810�

100�

4,561�

266�

10,401�

5,000�

5,000�

421�

91�

5,969�

325,875�

318,340�

293,937�

19,794�

1,531�

3,077�

628�

966�

5,942�

357,685

25,021�

0�

132�

266�

8,053�

5,000�

5,000�

388�

0�

5,982�

323,970�

313,473�

293,937�

15,106�

1,352�

3,077�

614�

683�

9,201�

348,992

6,789�

100�

4,430�

0�

2,348�

0�

0�

33�

91�

△13�

1,905�

4,867�

0�

4,689�

178�

0�

14�

283�

△3,259�

8,693

127.1�

皆増�

3,463.5�

100.0�

129.2�

100.0�

100.0�

108.4�

皆増�

99.8�

100.6�

101.6�

100.0�

131.0�

113.2�

100.0�

102.3�

141.4�

64.6�

102.5

前年度�
予算額�

対前年度比�
増△減額� 比　率�

沖 縄 振 興 開 発 事 業 費 �

　�

�

�

�

戦 後 処 理 経 費 �

沖縄体験滞在交流促進事業等関係経費�

沖縄振興開発金融公庫補給金等経費�

　（1）�

　（2）�

　（3）�

　（4）�

公 共 事 業 関 係 費 �

沖 縄 教 育 ・ 文 化 振 興 事 業 費 �

沖 縄 保 健 衛 生 等 対 策 諸 費 �

沖 縄 農 業 振 興 費 �

沖 縄 振 興 計 画 推 進 調 査 費 �

沖 縄 に お け る 産 業 振 興 関 係 経 費 �

普天間飛行場等駐留軍用地跡地利用推進関係経費�

沖縄米軍基地所在市町村活性化特別事業費�

沖 縄 北 部 特 別 振 興 対 策 事 業 費 �

沖 縄 特 別 振 興 対 策 調 整 費 等 �

高度行政情報システム化推進経費�

沖 縄 復 帰 3 0 周 年 記 念 行 事 経 費 �

そ　　　　　　　の　　　　　　　他�

基本的政策企画立案等経費�

沖 縄 振 興 開 発 事 業 費 等 �

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9

1

2�

3�

4

合　　　　　　　　計�

（注1）四捨五入の関係で合計と内訳が一致しない場合がある。�
（注2）平成14年度概算要求・要望額は、構造改革特別要求額を含む。�



は
じ
め
に�
は
じ
め
に�

概
　
要�

概
　
要�

4September 20015 September 2001

〜
沖
縄
の
地
場
産
品
〜�
う
ち
な
ー
む
ん�
う
ち
な
ー
む
ん�

　
日
ご
ろ
財
務
部
で
は
沖
縄
の
経
済
動

向
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
が
、
果
た

し
て
沖
縄
の
経
済
全
体
に
つ
い
て
ど
れ

だ
け
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
何
か
見

落
と
し
て
い
る
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
消
費
や
観
光
、

公
共
事
業
の
動
向
等
、
基
本
的
な
も
の

は
押
さ
え
て
あ
る
。
し
か
し
、
広
い
意

味
で
の
産
業
活
動
に
つ
い
て
は
必
ず
し

も
調
査
が
行
き
届
い
て
い
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
い
く
つ
か
あ

る
が
、
そ
の
最
も
大
き
な
要
因
は
、
核

と
な
る
業
種
が
な
く
、
小
さ
な
企
業
（
場

合
に
よ
っ
て
は
個
人
）
に
よ
っ
て
多
岐

に
わ
た
る
産
品
が
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、

そ
も
そ
も
調
査
す
る
こ
と
が
難
し
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。�

　
し
か
し
、
近
年
の
健
康
ブ
ー
ム
等
に

乗
っ
て
、
ウ
コ
ン
な
ど
急
速
に
伸
び
て

い
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
伝
統
工
芸

品
に
つ
い
て
も
、
後
継
者
難
等
の
問
題

を
か
か
え
つ
つ
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ

う
と
頑
張
っ
て
い
る
も
の
が
多
数
あ
る
。

加
え
て
、
ゴ
ー
ヤ
ー
等
、
農
水
産
品
の

分
野
で
も
、
沖
縄
の
風
土
、
気
候
を
生

か
し
、
全
国
で
も
有
数
に
シ
ェ
ア
を
誇

っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。�

　
そ
れ
ら
は
、
現
状
で
は
、
沖
縄
の
「
地

場
産
業
」
と
呼
ぶ
に
は
、
企
業
等
の
集

積
、
生
産
額
等
の
面
で
足
り
ず
、
沖
縄

経
済
の
な
か
に
占
め
る
ウ
ェ
イ
ト
も
小

さ
い
。
し
か
し
、
将
来
、
幾
つ
か
は
「
地

場
産
業
」
と
し
て
、
沖
縄
経
済
の
な
か

で
確
固
た
る
地
位
を
占
め
る
可
能
性
を

有
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。�

　
そ
こ
で
、こ
う
し
た
「地
場
産
業
」と

な
り
う
る
も
の
を
調
査
し
、そ
の
現
状

と
課
題
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
と
思
っ

て
企
画
し
た
の
が
本
調
査
で
あ
る
。初

回
調
査
の
た
め
調
査
不
足
も
多
々
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。忌
憚
の
な
い
ご

批
判
を
い
た
だ
き
、次
回
の
調

査
に
い
か
し
て
い
き
た
い
。�

　
こ
こ
で
は
、
紙
面
の
都
合

上
、
主
な
概
要
の
紹
介
に
と

ど
め
る
が
、「
う
ち
な
ー
む
ん
」

は
、
財
務
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
あ
る
の
で
、

是
非
と
も
ご
覧
に
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。�

�
�
�

�（
農
産
物
）�

�
�　

沖
縄
県
で
は
、
基
幹
作
物
で
あ
る
さ

と
う
き
び
の
ほ
か
、
ス
イ
カ
、
マ
ン
ゴ

ー
、
き
く
な
ど
亜
熱
帯
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
農
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
畜
産
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
、
「
健
康
」
が
キ
ー
ワ
ー

ド
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

背
景
に
ゴ
ー
ヤ
ー
、
ウ
コ
ン
を
は
じ
め

と
し
た
沖
縄
の
野
菜
が
全
国
的
に
も
注

目
を
浴
び
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
生
産
高

が
増
加
し
て
お
り
、
貴
重
な
雇
用
の
場

を
提
供
し
て
い
る
。�

　
し
か
し
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

生
産
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
の
減
少
、

夏
場
の
台
風
、
冬
場
の
日
照
不
足
な
ど

の
た
め
、
年
間
を
通
じ
た
安
定
的
な
生

産
出
荷
体
制
の
確
立
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
優
良
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
の
開
発
等
、
種
苗
の
安
定
供
給
が
遅

れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
優
良
種

苗
等
の
開
発
・
普
及
、
低
コ
ス
ト
の
施

設
の
整
備
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。�

　
ま
た
、
「
沖
縄
発
」
の
産
物
に
共
通

す
る
問
題
と
し
て
物
流
コ
ス
ト
が
挙
げ

ら
れ
る
。
品
質
保
持
・
低
コ
ス
ト
の
輸

送
体
系
の
確
立
は
、
今
後
販
路
拡
大
を

図
る
う
え
で
最
重
要
課
題
と
な
ろ
う
。�

�
�
�

（
海
産
物
）�

�

　
沖
縄
の
水
産
業
は
全
国
に
比
べ
て
沖

合
・
遠
洋
漁
業
の
割
合
が
低
く
、
経
営

規
模
も
零
細
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で

モ
ズ
ク
や
ク
ル
マ
エ
ビ
と
い
っ
た
海
面

養
殖
業
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
亜

熱
帯
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
水
産
業

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。�

　
し
か
し
、
県
外
出
荷
に
つ
い
て
は
、

鮮
度
保
持
や
コ
ス
ト
面
で
制
約
が
多
い

状
況
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
今
後
、

市
場
競
争
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、

鮮
度
保
持
技
術
の
開
発
や
低
コ
ス
ト
・

効
率
的
な
輸
送
体
制
の
整
備
が
重
要
と

さ
れ
て
い
る
。�

�
�（

加
工
食
品
）�

�
�　

近
年
の
沖
縄
ブ
ー
ム
を
受
け
て
全
国

の
デ
パ
ー
ト
等
で
沖
縄
物
産
展
や
沖
縄

フ
ェ
ア
の
開
催
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

特
に
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
開
か
れ
た
２
０

０
０
年
は
内
外
の
関
心
の
高
さ
か
ら
沖

縄
に
関
す
る
こ
と
が
頻
繁
に
メ
デ
ィ
ア

で
紹
介
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
、
各
企
業

か
ら
は
本
土
向
け
の
出
荷
が
伸
び
て
い

る
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。�

　
し
か
し
、
食
料
品
製
造
業
界
の
方
が

異
口
同
音
に
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
、
観

光
客
の
立
ち
寄
る
土
産
物
屋
に
県
外
か

ら
の
移
入
さ
れ
た
商
品
が
多
数
陳
列
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
観
光
客
は
土

産
を
沖
縄
の
特
産
品
と
信
じ
て
菓
子
な

ど
を
購
入
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
土
産

を
扱
っ
て
い
る
土
産
品
売
り
場
を
の
ぞ

い
て
み
る
と
、
実
に
約
七
割
（
実
際
に

お
店
を
の
ぞ
い
て
感
じ
た
数
字
）
の
商

品
に
製
造
元
が
記
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、

販
売
元
ま
た
は
発
売
元
の
記
入
が
あ
る

の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
菓
子
の
多

く
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
各
地
の
名
前
を

入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
国
各
地
で
売

ら
れ
て
お
り
、
大
き
な
特
徴
と
し
て
大

量
生
産
に
よ
る
値
段
の
安
さ
が
挙
げ
ら

れ
る
。�

　
こ
の
よ
う
に
利
益
率
を
追
求
す
る
商

品
が
大
勢
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
と
、

観
光
土
産
品
へ
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ

を
与
え
か
ね
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。

値
段
の
安
さ
で
は
引
け
を
と
る
県
内
の

製
造
業
の
打
撃
も
大
き
い
も
の
で
あ
る

し
、
伝
統
を
守
り
続
け
て
き
た
老
舗
メ

ー
カ
ー
な
ど
に
と
っ
て
は
質
を
落
と
し

た
類
似
品
が
出
回
る
こ
と
は
大
き
な
問

題
で
あ
ろ
う
。�

　
沖
縄
県
が
将
来
も
観
光
で
生
き
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
問

題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
大

き
な
課
題
と
な
る
。�
�（

伝
統
工
芸
品
）
　
　�

�
�　

全
国
で
は
、
伝
産
法
（
「
伝
統
的
工

芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
」
）

に
基
づ
き
指
定
を
受
け
て
い
る
伝
統
的

工
芸
品
が
百
九
十
四
品
目
あ
る
が
、
沖

縄
県
で
は
染
織
物
、
陶
器
及
び
漆
器
な

ど
十
三
品
目
が
指
定
を
受
け
て
い
る
。

都
道
府
県
別
に
み
る
と
京
都
府
の
十
七 

品
目
に
次
い
で
新
潟
県
と
並
び
全
国
二

位
の
指
定
数
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

特
に
織
物
の
指
定
品
目
は
沖
縄
県
だ
け

で
十
品
目
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
で
の

織
物
指
定
が
三
十
二
品
目
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
沖
縄
の
織
物
の
盛
ん
さ

が
伺
わ
れ
よ
う
。�

　
し
か
し
、
沖
縄
県
の
伝
統
工
芸
産
業

は
、
県
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て

い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
小
規
模
・
零
細
企
業
の
た
め
経

営
基
盤
が
脆
弱
で
あ
り
、
後
継
者
の
不

足
、
原
材
料
確
保
難
、
流
通
及
び
経
営

の
近
代
化
の
遅
れ
等
様
々
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
移
輸
入
類
品

と
の
競
合
な
ど
新
た
な
問
題
も
浮
上
し

て
お
り
そ
の
対
応
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
伝

統
工
芸
の
特
質
を
活
か
し
つ
つ
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
商
品
開
発
な
ど
新

規
需
要
の
開
拓
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
ま
た
、
商
品
表
示
を
強
化

す
る
な
ど
し
て
類
似
品
と
の
差
別
化
を

行
う
こ
と
等
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。�

�
�
��

　
現
在
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｔ
産

業
を
育
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
将
来

の
沖
縄
経
済
を
考
え
た
場
合
、
観
光
と

並
ぶ
中
核
産
業
の
育
成
は
必
須
の
課
題

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
真
に
沖
縄
経
済

が
足
腰
の
強
い
も
の
と
な
る
に
は
、
中

核
と
な
る
も
の
と
は
別
に
、
地
域
に
根

を
張
り
、
伝
統
、
風
土
を
生
か
し
た
多

様
な
「
地
場
産
業
」
も
必
要
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
克
服

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
が
多
数
あ

り
、
ま
た
、
様
々
な
分
野
の
有
機
的
な

結
合
、
協
力
が
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
。�

�
�
��
�
�

　
お
腹
が
す
い
た
ら
、
沖
縄
そ
ば
を
食

べ
る
。
仕
事
が
終
わ
り
ち
ょ
っ
と
一
杯

と
地
元
の
ビ
ー
ル
を
飲
む
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に

は
沖
縄
民
謡
。
日
常
の
生
活
の
中
に
非

常
に
身
近
に
存
在
す
る
地
場
産
品
。�

　
沖
縄
県
内
で
親
し
ま
れ
て
い
た
地
場

産
品
に
こ
こ
最
近
、
変
化
が
表
れ
て
い

る
。�

　
県
外
か
ら
の
注
目
を
集
め
始
め
て
い

る
。
一
品
ご
と
に
個
性
が
あ
り
、
接
す

る
た
び
に
奥
が
深
く
な
っ
て
い
く
。
こ

こ
が
、
引
き
付
け
る
魅
力
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。�

　
三
線
に
し
て
も
沖
縄
の
音
楽
に
触
れ

県
外
か
ら
興
味
を
持
っ
て
実
際
に
訪
れ

る
人
が
増
加
し
て
い
る
。
沖
縄
そ
ば
に

し
て
も
観
光
客
が
食
べ
て
み
た
い
料
理

の
ひ
と
つ
と
し
て
定
番
化
し
て
い
る
。

そ
し
て
帰
っ
て
か
ら
も
沖
縄
そ
ば
を
食

べ
た
い
と
い
う
人
が
増
え
、
本
土
で
沖

縄
料
理
を
扱
う
店
も
増
え
て
い
る
と
い

う
。�

　
し
か
し
、
逆
に
県
内
で
の
認
知
度
、

消
費
な
ど
が
下
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

沖
縄
の
地
場
産
品
と
し
て
は
悲
し
い
結

果
で
あ
る
。�

　
ま
ず
は
県
内
で
の
知
名
度
が
あ
っ
て

初
め
て
沖
縄
が
誇
る
地
場
産
品
と
し
て

県
外
に
発
進
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
注
目
さ
れ
て
い
る
県
外
だ
け
へ

目
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
県
内
の
新

た
な
需
要
の
掘
り
起
こ
し
が
、
さ
ら
な

る
県
外
か
ら
の
注
目
度
の
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
。
県
内
で
愛
す
る
も
の
が
、
県

外
で
愛
さ
れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
く
の

だ
ろ
う
。�

　
か
り
ゆ
し
ウ
エ
ア
に
し
て
も
、
も
っ

と
県
内
で
も
普
段
着
と
し
て
着
用
し
て

も
ら
い
、
家
庭
へ
の
普
及
か
ら
観
光
客

へ
と
広
げ
て
い
く
。
こ
の
流
れ
が
定
着

へ
の
近
道
で
あ
る
。
　�

　
ま
た
今
後
、
沖
縄
の
地
場
産
品
の
類

似
品
、
輸
入
・
県
外
産
の
も
の
な
ど
と

の
競
争
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県

外
か
ら
の
注
目
を
集
め
て
い
る
今
だ
か

ら
こ
そ
、
沖
縄
産
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の

地
位
を
確
立
し
て
差
別
化
を
図
る
必
要

が
あ
る
。�

　
ま
だ
身
近
に
あ
る
も
の
が
今
後
地
場

産
品
と
し
て
注
目
を
集
め
る
か
も
し
れ

な
い
の
で
、
地
場
産
品
を
見
つ
め
直
す

い
い
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
と
思
う
。�

　
ま
さ
に
、
愛
せ
よ
地
場
産
品
で
あ
る
。�

http://ogb.go.jp/okizaimu
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今
後
の
森
林
・
林
業
施
策
の
基
本
理

念
と
基
本
的
な
施
策
の
方
向
を
定
め
た

森
林
・
林
業
基
本
法
が
、
第
一
五
一
回

通
常
国
会
で
の
審
議
を
経
て
可
決
成
立

し
ま
し
た
の
で
、
本
法
律
の
制
定
背
景

及
び
概
要
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。�

�

１
「
制
定
背
景
」�

�

(1)
森
林
に
対
す
る
国
民
の
要
請
の
多
様
化�

　
森
林
に
対
す
る
国
民
の
要
請
は
、
木

材
生
産
機
能
か
ら
、
水
源
の
か
ん
養
、

国
土
や
自
然
環
境
の
保
全
、
地
球
温
暖

化
の
防
止
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
教

育
の
場
と
し
て
の
利
用
等
の
多
面
に
わ

た
る
機
能
の
発
揮
へ
と
多
様
化
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、

将
来
に
わ
た
っ
て
適
正
に
森
林
の
整
備

と
保
全
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。�

��

(2)
林
業
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化�

　
一
方
で
、
木
材
価
格
の
低
迷
な
ど
に

よ
り
、
林
業
の
採
算
性
は
悪
化
し
、
林

業
収
入
も
低
下
す
る
な
ど
、
林
業
を
め

ぐ
る
情
勢
は
著
し
く
悪
化
し
て
い
ま
す
。�

�

(3)
管
理
不
十
分
な
森
林
の
増
加�

　
こ
の
た
め
、
森
林
所
有
者
の
林
業
へ

の
意
欲
や
関
心
が
近
年
急
速
に
減
退
し
、

管
理
不
十
分
な
森
林
が
増
加
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
な
ど
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
た
森
林
の
管
理
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
一
層
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

(4)
国
際
的
な
動
向�

　
ま
た
、
地
球
環
境
問
題
へ
の
取
組
が

重
要
と
な
る
中
で
、
森
林
を
生
態
系
と

し
て
と
ら
え
、
森
林
に
対
す
る
多
様
な

要
請
に
永
続
的
に
対
応
す
べ
き
と
い
う

「
持
続
可
能
な
森
林
経
営
」
の
推
進
に

向
け
て
、
国
際
社
会
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
地
球
全
体
で
は
、
毎
年
我
が
国
の
国

土
の
約
３
割
に
相
当
す
る
面
積
の
森
林

が
減
少
・
劣
化
し
、
砂
漠
化
の
影
響
は

全
陸
地
の
約
４
分
の
１
も
の
広
大
な
地

域
に
及
ん
で
い
ま
す
。
）�

�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
国
民
の
要

請
に
応
え
て
我
が
国
の
森
林
が
将
来
に

わ
た
り
適
切
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
、
木

材
生
産
を
主
体
と
し
た
政
策
か
ら
森
林

の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
持
続
的
発
揮

を
図
る
た
め
の
政
策
へ
と
転
換
す
る
た

め
、
森
林
・
林
業
基
本
法
が
旧
林
業
基

本
法
を
改
正
す
る
形
で
制
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。�

�

２
「
法
律
概
要
」�

�

　
　�

�

(1)
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮�

①
森
林
の
有
す
る
国
土
の
保
全
、
水
源

の
か
ん
養
、
自
然
環
境
の
保
全
、
公
衆

の
保
健
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
林
産

物
の
供
給
等
の
様
々
な
機
能
が
持
続
的

に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
将
来
に
わ
た
っ

て
、
森
林
を
適
正
に
整
備
・
保
全
。�

②
森
林
の
適
正
な
整
備
・
保
全
に
は
、

山
村
に
お
け
る
継
続
的
な
林
業
生
産
活

動
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
定
住
の
促
進

等
に
よ
る
山
村
の
振
興
が
図
ら
れ
る
よ

う
配
慮
。�

�

(2)
林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展�

①
林
業
が
森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
た
め
、

林
業
の
担
い
手
の
確
保
、
林
業
の
生
産

性
の
向
上
を
通
じ
、
望
ま
し
い
林
業
構

造
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
林
業
を

持
続
的
か
つ
健
全
に
発
展
。�

②
林
産
物
の
適
切
な
供
給
及
び
利
用
を

確
保
す
る
た
め
、
国
民
の
需
要
に
即
し

た
林
産
物
の
供
給
、
国
民
の
理
解
に
基

づ
く
林
産
物
利
用
の
促
進
。�

�

①
政
府
は
、
森
林
・
林
業
施
策
の
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、

基
本
計
画
を
策
定
。�

②
計
画
記
載
事
項�

　
ア
　
施
策
の
基
本
的
な
方
針�

　
イ
　
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の

　
　
発
揮
並
び
に
林
産
物
の
供
給
及
び

　
　
利
用
に
関
す
る
目
標�

　
ウ
　
政
府
が
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

　
　
講
ず
べ
き
施
策
等�

③
情
勢
の
変
化
、
施
策
の
効
果
に
関
す

る
評
価
を
踏
ま
え
、
お
お
む
ね
５
年
ご

と
に
変
更�

��  �①
森
林
の
整
備
の
推
進�

②
森
林
の
保
全
の
確
保�

③
技
術
の
開
発
及
び
普
及�

④
山
村
地
域
に
お
け
る
定
住
の
促
進�

⑤
国
民
等
の
自
発
的
な
活
動
の
促
進�

�

⑥
都
市
と
山
村
の
交
流
等�

⑦
国
際
的
な
協
調
及
び
貢
献�

  ��　
　
　
　
　
　�

①
望
ま
し
い
林
業
構
造
の
確
立�

②
人
材
の
育
成
及
び
確
保�

③
林
業
労
働
に
関
す
る
施
策�

④
林
業
生
産
組
織
の
活
動
の
促
進�

⑤
林
業
災
害
に
よ
る
損
失
の
補
て
ん�

���

①
木
材
産
業
等
の
健
全
な
発
展�

②
林
産
物
の
利
用
の
促
進�

③
林
産
物
の
輸
入
に
関
す
る
措
置�

��

�

3
「
沖
縄
の
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
」�

�

　
今
後
、
活
力
あ
る
沖
縄
の
森
林
・
林

業
の
振
興
を
図
る
に
は
、
森
林
・
林
業

基
本
法
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
つ
つ
、

資
源
内
容
の
脆
弱
性
、
島
嶼
性
、
市
場

の
遠
隔
性
等
の
条
件
の
下
で
、
亜
熱
帯

性
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
林
業
生
産

の
ほ
か
、
計
画
的
な
造
林
な
ど
に
よ
る

森
林
資
源
の
質
的
な
充
実
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
こ
の
た
め
に
は
林
業
生
産
活

動
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後

と
も
生
産
基
盤
の
整
備
を
進
め
つ
つ
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
生
産
・
流

通
体
制
の
整
備
等
を
積
極
的
に
推
進
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

�

森
林
・
林
業
基
本
法
�

森
林
・
林
業
基
本
法
及
び�

水
産
基
本
法
の
制
定
に
つ
い
て�
森
林
・
林
業
基
本
法
及
び�

水
産
基
本
法
の
制
定
に
つ
い
て�

■森林の有する多面的な機能�

“ふるさと”やんばるの森林（国頭村）�

良質で豊かな水を育む水源かん養林（国頭村）�

育成天然林施業後20年余経過した森林（イジュ）（名護市）�

第
２
　
森
林
・
林
業�

　
　
　
　
　
基
本
計
画�

第
１
　
基
本
理
念�

第
３
　
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の�

　
　
　
発
揮
に
関
す
る
施
策�

第
４
　
林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な�

　
　
　
発
展
に
関
す
る
施
策�

第
５
　
林
産
物
の
供
給
及
び
利
用
の�

　
　
　
確
保
に
関
す
る
施
策�
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新
た
な
水
産
政
策
の
基
本
理
念
と
基

本
的
な
施
策
の
方
向
を
定
め
た
水
産
基

本
法
が
、
第
一
五
一
回
通
常
国
会
で
の

審
議
を
経
て
可
決
成
立
し
ま
し
た
の
で
、

本
法
律
の
制
定
背
景
及
び
概
要
等
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。                              �

�

１
「
制
定
背
景
」                                                     �

�

(1)
新
た
な
国
際
海
洋
秩
序
の
導
入
、定
着�

　
戦
後
の
我
が
国
漁
業
は
、
沿
岸
か
ら

沖
合
へ
、
沖
合
か
ら
遠
洋
へ
と
漁
場
を

外
延
的
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
連
海
洋
法
条

約
の
下
で
、
自
国
の
二
百
海
里
水
域
の

資
源
の
持
続
的
利
用
を
基
本
に
、
漁
業

の
発
展
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。�

�

(2)
漁
業
生
産
の
減
少
と
自
給
率
の
低
下�

　
我
が
国
の
漁
業
生
産
は
、
遠
洋
漁
業

の
国
際
規
制
の
強
ま
り
、
周
辺
水
域
の

資
源
状
況
の
悪
化
な
ど
か
ら
、
漁
場
生

産
は
ピ
ー
ク
時
の
半
減
に
ま
で
減
少
し
、

我
が
国
の
水
産
物
の
自
給
率
は
、
近
年

は
六
割
以
下
に
低
下
し
て
い
ま
す
。�

  

こ
の
た
め
、
中
長
期
的
に
は
世
界
の

水
産
物
需
給
が
ひ
っ
迫
す
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
る
中
で
、
国
内
漁
業
生
産
を
基

本
と
し
た
水
産
物
の
供
給
体
制
の
構
築

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

�

(3) 

漁
業
者
の
減
少
と
高
齢
化�

　
漁
業
生
産
の
担
い
手
に
つ
い
て
は
、

若
い
漁
業
者
を
中
心
に
従
事
者
が
減
少

す
る
と
と
も
に
、
高
齢
化
が
進
行
し
、

こ
れ
に
伴
い
、
漁
村
の
活
力
も
低
下
し

て
い
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
、
国
民
に
対
す
る
水
産
物

の
安
定
供
給
を
確
か
な
も
の
と
す
る
と

と
も
に
、
漁
村
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
も
、
意
欲
あ
る
担
い
手
の
確
保
、
育

成
と
そ
の
経
営
発
展
を
可
能
と
す
る
条

件
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
新
た
な
海
洋

秩
序
の
下
で
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し

た
新
た
な
政
策
体
系
を
確
立
す
る
こ
と

に
よ
り
、
国
民
は
安
全
と
安
心
を
、
水

産
関
係
者
は
自
信
と
誇
り
を
得
て
、
生

産
者
と
消
費
者
、
そ
し
て
都
市
と
漁
村

の
共
生
を
実
現
す
る
た
め
、
水
産
基
本

法
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。�

�

２
「
法
律
概
要
」 �

���
(1)
水
産
物
の
安
定
供
給          �

①
将
来
に
わ
た
り
、
良
質
な
水
産
物
を

合
理
的
な
価
格
で
安
定
的
に
供
給
。�

②
水
産
物
の
供
給
に
当
た
っ
て
は
、
水

産
資
源
の
持
続
的
な
利
用
を
確
保
す
る

た
め
、
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条

約
の
的
確
な
実
施
を
旨
と
し
て
水
産
資

源
の
適
切
な
保
存
及
び
管
理
を
行
う
と

と
も
に
、
水
産
動
植
物
の
増
殖
及
び
養

殖
を
推
進
。�

③
国
民
に
対
す
る
水
産
物
の
安
定
的
な

供
給
に
つ
い
て
は
、
水
産
資
源
の
持
続

的
な
利
用
を
確
保
し
つ
つ
、
我
が
国
の

漁
業
生
産
の
増
大
を
図
る
こ
と
を
基
本

と
し
、
輸
入
を
適
切
に
組
合
せ
。                               �

�

(2)
水
産
業
の
健
全
な
発
展�

①
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
国
民
に
対
し

て
水
産
物
を
供
給
す
る
使
命
を
有
す
る

こ
と
に
か
ん
が
み
、
水
産
資
源
を
持
続

的
に
利
用
し
つ
つ
、
高
度
化
・
多
様
化

す
る
国
民
の
需
要
に
即
し
た
漁
業
生
産

と
水
産
物
の
加
工
・
流
通
が
行
わ
れ
る

よ
う
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
漁
業
経

営
の
育
成
、
漁
業
・
水
産
加
工
業
、
水

産
流
通
業
の
連
携
の
確
保
及
び
漁
港
、

漁
場
そ
の
他
の
基
盤
の
整
備
に
よ
り
、

水
産
業
の
健
全
な
発
展
。�

②
漁
村
が
漁
業
者
を
含
め
た
地
域
住
民

の
場
と
し
て
、水
産
業
の
健
全
な
発
展
の

基
盤
た
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

に
か
ん
が
み
、
生
活
環
境
の
整
備
そ
の

他
福
祉
の
向
上
に
よ
り
、
漁
村
の
振
興
。                             

���

(1)
基
本
計
画
の
策
定 �

　
政
府
は
、
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
水
産
基
本
計

画
を
策
定
す
る
。�

(2) 

基
本
計
画
の
内
容�

①
水
産
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基

本
方
針                            �

②
水
産
物
の
自
給
率
の
目
標
（
漁
業
生

産
及
び
水
産
物
の
消
費
の
指
針
と
し
て
、

漁
業
者
等
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
明

確
化
。
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
に

掲
げ
る
食
料
自
給
率
の
目
標
と
の
調
和

を
保
つ
。
）                                �

 �

(3)
計
画
の
見
直
し �

 

　
水
産
を
め
ぐ
る
情
勢
の
変
化
を
勘
案

し
、
施
策
の
効
果
に
対
す
る
評
価
を
踏

ま
え
、
お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
基
本
計

画
を
変
更
。                �

����

①
排
他
的
経
済
水
域
等
に
お
け
る
水
産

資
源
の
適
切
な
保
存
及
び
管
理�

②
水
産
資
源
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究�

③
水
産
動
植
物
の
増
殖
及
び
養
殖
の
推

進�④
水
産
動
植
物
の
生
育
環
境
の
保
全
及

び
改
善�

⑤
排
他
的
経
済
水
域
等
以
外
の
水
域
に

お
け
る
漁
場
の
維
持
及
び
開
発�

⑥
水
産
物
の
輸
出
入
に
関
す
る
措
置�

⑦
国
際
協
力
の
推
進�

����

①
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
漁
業
経
営
の

育
成�

②
漁
場
の
利
用
の
合
理
化
の
促
進�

③
人
材
の
育
成
及
び
確
保�

④
災
害
に
よ
る
損
失
の
補
て
ん
等�

⑤
水
産
加
工
業
及
び
水
産
流
通
業
の
健

全
な
発
展�

⑥
水
産
業
の
基
盤
の
整
備�

⑦
技
術
の
開
発
及
び
普
及�

⑧
女
性
の
参
画
の
促
進�

⑨
高
齢
者
の
活
動
の
促
進�

⑩
漁
村
の
総
合
的
な
振
興�

⑪
都
市
と
漁
村
の
交
流
等�

⑫
多
面
的
機
能
に
関
す
る
施
策
の
充
実�

��

３
「
沖
縄
の
水
産
業
に
つ
い
て
」�

 �　
今
後
、
活
力
あ
る
沖
縄
の
水
産
業
の

振
興
を
図
る
に
は
、
水
産
基
本
法
の
基

本
理
念
を
踏
ま
え
つ
つ
、
①
広
大
な
周

辺
海
域
、
黒
潮
流
域
に
位
置
す
る
地
理

的
優
位
性
及
び
熱
帯
性
海
域
の
特
性
を

生
か
し
た
沿
岸
域
に
お
け
る
パ
ヤ
オ
を

利
用
し
た
曵
縄
漁
業
、
ソ
デ
イ
カ
漁
業

等
、
②
沖
合
域
の
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁

業
、
③
モ
ズ
ク
、
車
エ
ビ
等
海
面
養
殖

業
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
こ
の
た
め
に
は
漁
業
生
産
性

の
向
上
の
た
め
、
今
後
と
も 

沿
岸
漁
場

の
整
備
開
発
等
生
産
基
盤
の
整
備
を
進

め
つ
つ
、
栽
培
漁
業
、
資
源
管
理
の
推

進
等
の
施
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。�

�

第
３
　
水
産
物
の
安
定
供
給
の�

　
　
　
確
保
に
関
す
る
施
策�

第
４
　
水
産
業
の
健
全
な�

　
　
　
発
展
に
関
す
る
施
策�

水
産
基
本
法�

男子漁業就業者の推移�
第
１
　
基
本
理
念�

第
２
　
水
産
基
本
計
画 

県漁連市場のセリ状況�

モズクの収穫作業�

暫定一部供用された南大東漁港�
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オ
ゾ
ン
層
は
、
皮
膚
ガ
ン
や
白
内
障

の
発
生
、
そ
の
他
生
態
系
に
も
重
大
な

影
響
を
あ
た
え
る
有
害
紫
外
線
を
吸
収

し
、
生
命
を
保
護
す
る
大
切
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
冷
蔵

庫
、
エ
ア
コ
ン
の
冷
媒
用
に
使
用
さ
れ

て
い
る
フ
ロ
ン
（
C
F
C
等
）
等
の
化

学
物
質
が
大
気
中
に
放
出
さ
れ
る
と
、

オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

物
質
に
つ
い
て
は
、
国
際
条
約
等
に
基

づ
き
、
生
産
、
消
費
量
が
規
制
さ
れ
て

い
ま
す
。
政
府
は
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
法

に
基
づ
き
、
Ｃ
Ｆ
Ｃ
等
の
製
造
数
量
規

制
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
使
用
事
業

者
の
使
用
合
理
化
・
排
出
規
制
を
促
進

す
る
た
め
、
使
用
合
理
化
の
指
針
の
策

定
・
公
表
、
代
替
フ
ロ
ン
へ
の
転
換
、

回
収
再
利
用
の
た
め
の
中
小
企
業
向
け

技
術
指
導
、
税
制
・
金
融
上
の
措
置
等

の
諸
施
策
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
当
局
に
お
い
て
も
、
九
月
の

「
オ
ゾ
ン
層
保
護
対
策
推
進
月
間
」
の

期
間
中
に
、
パ
ネ
ル
展
示
等
を
実
施
し

オ
ゾ
ン
層
保
護
対
策
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
機
に
、
最
近
の
状
況
に

つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。�

　
上
部
成
層
圏(

地
上
約
二
十
〜
四
十

km)

に
存
在
す
る
オ
ゾ
ン
層
は
、
波
長

二
百
八
十
〜
三
百
二
十
nm
の
有
害
紫
外

線(

U
V
ー
B)

を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ

り
、
生
命
を
保
護
す
る
大
切
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
オ

ゾ
ン
層
を
、
C
F
C(

ク
ロ
ロ
フ
ル
オ

ロ
カ
ー
ボ
ン)

等
の
化
学
物
質
が
破
壊

す
る
こ
と
が
、一
九
七
〇
年
代
後
半
か

ら
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

C
F
C
、
H
C
F
C(

ハ
イ
ド
ロ
ク
ロ
ロ

フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン)

等
の
オ
ゾ
ン
層
破

壊
物
質
は
、
化
学
変
化
を
起
こ
し
に

く
い
物
質
で
あ
る
た
め
、
大
気
中
に

放
出
さ
れ
て
も
対
流
圏(

地
表
〜
地
上

約
十
km
程
度)

で
は
ほ
と
ん
ど
分
解
さ

れ
ず
に
成
層
圏
に
達
し
、
そ
こ
で
紫
外

線
に
よ
り
分
解(

光
分
解)

さ
れ
塩
素
原

子
を
放
出
し
ま
す
。
こ
の
塩
素
原
子
が

分
解
触
媒
と
な
っ
て
成
層
圏
の
オ
ゾ
ン

を
連
鎖
的
に
破
壊
す
る
た
め
、
結
果
的

に
地
表
に
到
達
す
る
有
害
紫
外
線
の
量

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
例

え
ば
、
オ
ゾ
ン
の
量
が
一
％
減
少
す
る

と
、
皮
膚
が
ん
の
発
症
は
二
％
増
加
し
、

白
内
障
の
発
症
は
〇
・
六
〜
〇
・
八
％
増 

加
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
生

態
系
に
も
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
す
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
（
図
１
）�

�

　
南
極
の
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
は
二
〇
〇
〇

年
に
過
去
最
大
規
模
に
達
し
ま
し
た
。

南
極
の
特
殊
な
環
境
の
下
で
は
、

C
F
C
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
破
壊
が
顕
著

に
進
み
、
オ
ゾ
ン
量
が
極
端
に
少
な
い

オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
が
現
れ
ま
す
。
オ
ゾ
ン

ホ
ー
ル
は
毎
年
八
月
頃
に
出
現
し
、
九

〜
十
月
に
か
け
て
最
盛
期
を
迎
え
、
十

一
〜
十
二
月
に
消
滅
し
ま
す
。�

　
札
幌
、
つ
く
ば
、
鹿
児
島
、
那
覇
の

四
地
点
に
お
け
る
オ
ゾ
ン
全
量
は
、
長

期
的
に
は
那
覇
を
除
き
減
少
傾
向
が
み

ら
れ
ま
す
。
な
お
、
那
覇
は
、
他
の
３

地
域
に
比
べ
低
位
で
推
移
し
て
お
り
ま

す
。
（
図
２
）�

オ
ゾ
ン
層
保
護
対
策
に
つ
い
て�

オ
ゾ
ン
層
破
壊
と
は�

オ
ゾ
ン
層
破
壊
と
は�

オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル�

オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル�
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オ
ゾ
ン
層
保
護
問
題
は
、
他
の
地
球

環
境
問
題
に
先
駆
け
て
検
討
が
行
わ
れ

て
お
り
、
既
に｢

ウ
ィ
ー
ン
条
約｣(

一
九

八
五
年)

及
び｢

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書｣

(

一
九
八
七
年)

が
採
択
さ
れ
、
国
際
的

に
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
の
生
産
量
及
び

消
費
量(

生
産
量
＋
輸
入
量
ー
輸
出
量)

の
削
減
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
で
は
、
一
九
八
八
年
に｢

特

定
物
質
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の

保
護
に
関
す
る
法
律(

オ
ゾ
ン
層
保
護
法)｣

を
制
定
し
て
、
一
九
八
九
年
七
月
か
ら

オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
の
生
産
・
輸
出
入

の
規
制
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

需
要
を
円
滑
か
つ
着
実
に
削
減
し
て
い

く
た
め
の
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。�

　
フ
ロ
ン
等
は
、
か
つ
て
様
々
な
用
途

に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
生
産
規

制
に
伴
い
そ
の
大
部
分
は
非
フ
ロ
ン
系

に
転
換
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
図
３
）�

　
フ
ロ
ン
と
は
、
正
式
名
称
を
フ
ル
オ

ロ
カ
ー
ボ
ン(

炭
素
と
フ
ッ
素
の
化
合
物)

と
言
い
ま
す
。�

　
そ
の
う
ち
、
ク
ロ
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー

ボ
ン(

C
F
C)

、
ハ
イ
ド
ロ
ク
ロ
ロ
フ

ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン(

H
C
F
C)

が
オ
ゾ

ン
層
破
壊
物
質
で
す
。
オ
ゾ
ン
層
破
壊

物
質
に
は
、
こ
の
他
に
、
ハ
ロ
ン
、
四

塩
化
炭
素
、
一
、
一
、
一
ー
ト
リ
ク
ロ
ロ

エ
タ
ン
、
臭
化
メ
チ
ル
等
が
あ
り
ま
す
。�

　
従
来
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
の
排
出

抑
制
に
つ
い
て
は
、｢

オ
ゾ
ン
層
保
護
法｣

等
に
よ
る
生
産
規
制
等
の
い
わ
ゆ
る
“
蛇

口
規
制
“
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
を
進

め
る
た
め
に
は
、
既
に
生
産
さ
れ
製
品

中
に
含
ま
れ
る
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
の

排
出
を
抑
制
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
の
観
点
か

ら
は
、
オ
ゾ
ン
層
は
破
壊
し
な
い
も
の

の
温
暖
化
効
果
を
有
す
る
代
替
フ
ロ
ン

の
排
出
も
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
こ
の
た
め
、
業
務
用
冷
凍
空
調
機
器

及
び
カ
ー
エ
ア
コ
ン
を
対
象
に
、
当
該

機
器
か
ら
の
冷
媒
用
フ
ロ
ン(

C
F
C
、

H
C
F
C
及
び
H
F
C)

の
回
収
及
び
破

壊
を
義
務
付
け
た
、｢

特
定
製
品
に
係
る

フ
ロ
ン
類
の
回
収
及
び
破
壊
の
実
施
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律(

フ
ロ
ン
回
収
破

壊
法)｣

が
平
成
十
三
年
六
月
に
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
三
年

十
二
月
以
降
、
段
階
的
に
運
用
が
開
始

さ
れ
る
予
定
で
す
。�

　
ま
た
、
既
に
平
成
十
三
年
四
月
か
ら

本
格
運
用
さ
れ
て
い
る｢

家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法｣

に
お
い
て
、
家
庭
用
冷
蔵
庫
や
エ

ア
コ
ン
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
一
環
と
し
て

冷
媒
用
フ
ロ
ン(

C
F
C
、
H
C
F
C
及

び
H
F
C)

の
回
収
等
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
法
律
の
円
滑
な
運
用
を
進

め
る
た
め
に
は
、
一
般
消
費
者
を
含
め

た
各
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担

の
下
で
、
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。�

　
生
産
規
制
を
、
着
実
に
行
う
た
め
に

は
、
混
乱
の
な
い
よ
う
国
内
の
需
要
を

段
階
的
に
減
ら
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
事
業
者
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
破
壊

物
質
の
使
用
量
の
削
減
、
他
の
物
質
・

技
術
へ
の
円
滑
な
転
換
を
促
進
す
る
た

め
、
政
府
で
は
税
制
・
金
融
な
ど
の
支

援
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。�

�

身
の
回
り
の
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質�

身
の
回
り
の
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質�

オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
の
種
類
と�

生
産
規
制
の
概
要�

オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
の
種
類
と�

生
産
規
制
の
概
要�

冷
媒
用
フ
ロ
ン
の
回
収
等
の
推
進�

（
フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
）�

冷
媒
用
フ
ロ
ン
の
回
収
等
の
推
進�

（
フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
）�

オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
か
ら
の�

転
換
の
促
進�

オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
か
ら
の�

転
換
の
促
進�
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総
務
部
（
跡
地
利
用
対
策
課
）

に
お
い
て
は
、
沖
縄
の
振
興
を
図

る
上
で
重
要
な
課
題
で
あ
る
駐
留

軍
用
地
跡
地
の
有
効
利
用
に
関
す

る
市
町
村
の
取
組
に
対
し
、
多
面

的
な
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
（
沖
縄
に
関
す

る
特
別
行
動
委
員
会
）
合
意
等
に

よ
り
広
大
な
面
積
の
駐
留
軍
用
地

跡
地
の
発
生
が
見
込
ま
れ
、
よ
り

一
層
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
学
識
経
験

者
、
行
政
機
関
等
で
構
成
さ
れ
る

二
つ
の
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
効

果
的
な
支
援
の
在
り
方
等
に
つ
い

て
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
普
天
間
飛
行
場
の
跡
地
利
用
に
関
し
て

は
、
平
成
十
一
年
十
二
月
の
閣
議
決
定
の

中
で
「
駐
留
軍
用
地
跡
地
利
用
の
促
進
及

び
円
滑
化
等
に
関
す
る
方
針
」
が
定
め
ら

れ
、
現
在
、
同
方
針
の
実
現
に
向
け
て
各

省
庁
等
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。�

　
沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
は
、
普
天

間
飛
行
場
等
の
返
還
跡
地
に
関
す
る
関
係

者
の
円
滑
な
合
意
形
成
を
図
る
た
め
、
普

天
間
飛
行
場
の
接
収
前
の
ま
ち
な
み
及
び

こ
れ
ま
で
の
変
遷
状
況
等
を
検
討
す
る

「
昔
・
普
天
間
ま
ち
な
み
再
現
検
討
委
員

会
」
を
四
月
に
設
け
、
議
論
を
深
め
て
き

ま
し
た
。�

　
本
委
員
会
は
地
域
計
画
学
や
集
落
地
理

学
等
の
学
識
経
験
者
、
メ
デ
ィ
ア
関
連
専

門
家
、
郷
土
史
研
究
家
、
行
政
担
当
者
等

か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
接
収
前
情
景
把

握
の
た
め
の
Ｃ
Ｇ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
）
シ
ナ
リ
オ
、
接
収
前
地

形
把
握
手
法
の
検
討
等
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。�

　
今
後
、
数
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
Ｇ

Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
等
に
よ
る

中
南
部
地
域
に
お
け
る
地
域
構
造
の
復
元

や
Ｃ
Ｇ
を
活
用
し
た
接
収
前
ま
ち
な
み
再

現
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。�

　
跡
地
利
用
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、

跡
地
利
用
の
各
段
階
（
初
動
期
、
関
係
機

関
調
整
期
、
事
業
実
施
期
等
）
に
応
じ
て
、

多
岐
に
渡
る
関
連
情
報
の
収
集
・
整
理
が

不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
、
国
、
県
、
市

町
村
等
の
諸
機
関
の
有
す
る
跡
地
利
用
に

関
連
す
る
情
報
を
共
有
化
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。�

　
沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
は
、
跡
地

利
用
関
連
情
報
を
体
系
的
に
整
理
・
蓄
積
・

利
用
す
る
「
駐
留
軍
用
地
跡
地
利
用
支
援

シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
・
整
備
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
同
シ
ス
テ
ム
を
基
に
「
跡
地
利
用

支
援
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
つ
く
り
、

市
町
村
等
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
化
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
情
報
工
学
の
学
識
経
験
者
、
行
政
担

当
職
員
か
ら
成
る
「
跡
地
利
用
支
援
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

各
機
関
で
所
有
す
る
情
報
の
共
有
方
策
、

跡
地
利
用
計
画
策
定
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

の
共
有
方
策
等
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。�

　
委
員
会
を
去
る
六
月
に
設
け
検
討
方
針

等
を
議
論
し
ま
し
た
。
今
後
は
年
度
内
に

数
回
委
員
会
を
開
催
し
、
情
報
共
有
・
連

携
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
情
報
共
有
・
連
携
方
法
等
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

「
昔
・
普
天
間
ま
ち
な
み�
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検
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第2回「昔・普天間まちなみ再現検討委員会」（7月23日）�
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法
定
外
公
共
物
と
い
え
ば
、な
に
や
ら

耳
慣
れ
な
い
専
門
用
語
、私
た
ち
の
生
活

と
は
無
縁
の
も
の
の
よ
う
な
響
き
で
あ
る
が
、

実
は
身
近
に
多
数
存
在
す
る
と
い
え
ば
、

意
外
な
印
象
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。�

　
法
定
外
公
共
物
と
は
、道
路
法
や
河
川

法
の
適
用
を
受
け
な
い
道
路
や
水
路
、い

わ
ゆ
る
認
定
外
道
路
、又
は
里
道
と
省
略

さ
れ
て
、国
か
ら
機
関
委
任
を
受
け
た
県

知
事
が
財
産
管
理
し
て
い
る
国
有
財
産
で

あ
る
。こ
れ
ら
の
う
ち
、現
在
で
も
私
た
ち

が
日
々
通
行
す
る
た
め
の
公
道
、あ
る
い
は

水
路
、海
浜
地
と
し
て
機
能
し
て
い
る
も

の
が
あ
り
、こ
れ
を「
機
能
を
有
す
る
法

定
外
公
共
物
」と
い
う
。反
対
に
こ
れ
ら

の
法
定
外
公
共
物
の
中
で
も
、個
人
の
住

宅
の
底
地
な
ど
に
な
っ
て
既
に
公
道
等
と

し
て
機
能
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、こ
れ

を「
機
能
を
喪
失
し
た
法
定
外
公
共
物
」

と
い
う
。�

　
今
回
説
明
す
る「
法
定
外
公
共
物
の

譲
与
」と
は
、機
能
を
有
す
る
法
定
外
公

共
物
を
、市
町
村
に
無
償
で
譲
与
し
、譲

与
し
た
財
産
の
維
持
管
理
を
市
町
村
の

責
任
に
お
い
て
行
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。�

　
こ
の
背
景
に
は
、平
成
十
一
年
七
月
に
成

立
し
た「
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」

が
あ
る
。同
法
に
よ
り
現
に
公
共
の
用
に

供
し
て
い
る
も
の
の
道
路
法
、河
川
法
等

の
適
用
若
し
く
は
準
用
の
な
い
公
共
物
で
、

そ
の
地
盤
が
国
有
財
産
と
な
っ
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
は
、そ
の
財
産
を
市
町
村
に
譲

与
し
、機
能
管
理
、財
産
管
理
と
も
自
治

事
務
と
す
る
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。同
法
に
よ
る
譲
与
は
速
や

か
に
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、地
方
分

権
推
進
計
画
の
内
容
を
早
期
に
実
現
す

る
た
め
、原
則
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
譲
与
手
続
き
を
完
了
す
る
こ

と
か
ら
、市
町
村
と
の
連
絡
を
密
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。こ
の
た
め
昨
年
十

月
に
は
同
法
の
趣
旨
や
事
務
手
続
き
の
周

知
徹
底
を
目
的
と
し
た
説
明
会
を
国
土

交
通
省（
県
）と
合
同
で
、北
部・中
部・南
部・

先
島
離
島
の
四
地
区
に
分
け
実
施
し
た
。�

　
こ
の
中
で
、地
方
分
権
推
進
の
要
請
に

応
え
る
上
で
、法
定
外
公
共
物
の
譲
与
事

務
を
進
め
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
国
、

市
町
村
が
改
め
て
確
認
し
合
っ
た
の
で
あ

る
が
、今
回
の
譲
与
事
務
に
係
る
特
別
処

理
の
概
略
に
つ
い
て
説
明
す
る
。�

　
第
一
に
、譲
与
の
対
象
は
機
能
を
有
す

る
も
の
に
限
ら
れ
る
が
、そ
の
判
断
は
市

町
村
の
判
断
を
最
大
限
尊
重
す
る
こ
と
。�

　
第
二
に
、無
償
で
譲
渡
し
、測
量
、境
界

確
定
等
を
不
要
と
し
、か
つ
事
務
経
費
を

地
方
交
付
金
で
措
置
す
る
等
、地
方
の
負

担
軽
減
に
努
め
る
こ
と
。�

　
第
三
に
、譲
与
さ
れ
た
財
産
の
利
用
は

市
町
村
独
自
の
判
断
で
出
来
る
の
で
都
市

計
画
策
定
等
の
際
に
国
の
許
可
を
受
け

る
な
ど
の
手
続
き
が
不
要
と
な
っ
た
こ
と
。�

　
第
四
に
、譲
与
後
に
用
途
廃
止（
法
定

外
公
共
物
で
な
く
な
る
こ
と
）し
て
も
返

還
せ
ず
、独
自
に
利
用
や
売
却
を
行
っ
て

も
よ
い
こ
と
。�

　
第
五
に
、従
来
、法
定
外
公
共
物
を
用

途
廃
止
し
国
土
交
通
省（
都
道
府
県
）か

ら
財
務
省（
沖
縄
県
に
つ
い
て
は
沖
縄
総

合
事
務
局
）に
引
継
ぐ
際
に
、境
界
確
定

や
測
量
、分
筆
等
の
必
要
で
あ
っ
た
た
め

処
理
の
遅
延
を
招
い
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
、

今
回
は
そ
れ
ら
を
不
要
あ
る
い
は
簡
便
化

し
た
こ
と
。�

　
以
上
の
特
色
が
優
れ
て
い
る

点
は
、譲
与
事
務
が
機
動
的
に

進
捗
す
る
よ
う
な
条
件
が
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、市
町

村
に
と
っ
て
は
財
政
基
盤
強
化

に
つ
な
が
る
非
常
に
有
利
な
内

容
と
な
っ
て
い
る
と
同
時
に
、国

に
と
っ
て
も
こ
れ
ら
の
財
産
を

維
持
す
る
事
務
と
経
費
が
不

要
と
な
り
、行
政
の
ス
リ
ム
化

と
市
町
村
の
権
限
拡
大
の
両

方
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
最
後
に
、「
機
能
を
喪
失
し

た
法
定
外
公
共
物
」が
ど
の
よ

う
に
処
理
さ
れ
る
か
と
い
う
疑

問
が
生
ず
る
の
だ
が
、現
在
は

財
務
局（
沖
縄
に
お
い
て
は
沖

縄
総
合
事
務
局
）で
個
々
に
用

途
廃
止
を
経
た
も
の
の
売
払

い
等
処
分
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

今
回
の
譲
与
対
象
か
ら
除
か

れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
平
成
十

七
年
三
月
三
十
一
日
付
で
一
括

用
途
廃
止
の
上
、財
務
局
に
引

継
が
れ
当
局
で
は
、統
括
国
有

財
産
管
理
官
及
び
宮
古
、八
重

山
の
両
出
張
所
が
窓
口
と
な
り
、

隣
接
の
土
地
所
有
者
等
へ
売

払
い
を
行
う
こ
と
と
な
る
。そ

の
収
入
は
国
庫
に
帰
属
し
て
国
の
歳
入
と

な
り
、予
算
を
通
じ
て
景
気
対
策
や
国
民

生
活
の
維
持
向
上
に
役
立
て
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。�
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現
在
、日
本
に
は
約
百
万
件
の
特
許
権

が
あ
り
ま
す
。そ
の
う
ち
、実
際
に
使
わ
れ

て
い
る
の
は
三
分
の
一
だ
け
で
、残
り
三
分

の
二
は
使
わ
れ
て
い
な
い
、い
わ
ゆ
る
未
利

用
特
許
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
未
利
用
特
許
の
う
ち
、他
者
へ
ラ

イ
セ
ン
ス
等
の
実
施
許
諾
の
用
意
が
あ
る

特
許（
開
放
特
許
）は
、推
定
で
三
十
四
万

件
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。中
小
・ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
の
技
術
の
向
上
・
新
規
事

業
開
拓
に
こ
れ
ら
の
大
企
業
、大
学
・
研

究
機
関
等
が
保
有
す
る
開
放
特
許
の
活

用
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
、極
め
て
有
益
で

あ
る
と
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。開
放
特

許
の
技
術
移
転
に
よ
り
、期
待
さ
れ
る
効

果
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。�

《
導
入
企
業
》�

○
研
究
開
発
の
効
率
化
、リ
ス
ク
の
低
減�

○
新
規
事
業
分
野
へ
の
参
入�

《
提
供
企
業
》�

○
ラ
イ
セ
ン
ス
に
よ
る
収
益
の
確
保
、研
究

　
開
発
費
用
の
回
収�

○
自
社
技
術
を
中
核
と
し
た
他
企
業
と

　
の
連
携�

《
大
学
・
公
的
研
究
機
関
》�

○
研
究
成
果
の
事
業
化
に
よ
る
社
会
貢
献�

○
研
究
資
金
の
獲
得�

そ
の
た
め
、経
済
産
業
部
で
は
未
利
用
特

許
の
流
通
促
進
の
た
め
に
、今
年
度
、次
の

よ
う
な
事
業
を
行
う
予
定
に
し
て
お
り

ま
す
。�

���　
経
済
産
業
省
特
許
庁
と
の
共
催
に
よ
り
、

各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。�

○
ベ
ン
チ
ャ
ー
向
け
セ
ミ
ナ
ー�

　
中
小
・ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
の
企
業
経
営

者
や
開
発
責
任
者
等
を
対
象
に「
中
小
・

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
お
け
る
特
許
戦
略
」を

テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、開
放
特
許
の
技
術
移
転
の
有
益
性

に
つ
い
て
、成
功
事
例
等
を
交
え
た
セ
ミ
ナ

ー
も
予
定
し
て
い
ま
す
。�

○
研
究
機
関
向
け
セ
ミ
ナ
ー�

　
大
学
教
官
及
び
研
究
機
関
の
研
究
者

等
を
対
象
に
研
究
成
果
の
知
的
財
産
に

よ
る
権
利
化
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。�

○
特
許
活
用（
産
学
連
携
）セ
ミ
ナ
ー�

�
  ベ

ン
チ
ャ
ー
及
び
研
究
機
関
向
け
セ
ミ
ナ

ー
の
参
加
者
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、

技
術
情
報
の
紹
介
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。�

�
�
�

　
特
許
・
技
術
の
導
入
を
希
望
す
る
地
域

中
小
・ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
と
そ
の
提
供
も

と
で
あ
る
研
究
機
関
、大
学
、企
業
、さ
ら

に
特
許
流
通
支
援
機
関
等
と
が
直
接
交

流
す
る
場
と
し
て
、「
特
許
流
通
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
ま
す
。皆
様
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。�

【知的財産権セミナー】�
第1回ベンチャーセミナー�
日   時：平成13年10月4日（木）14：00～17：00�
場   所：沖縄ハーバービューホテル�
講   師：特許庁技術調査課長�
　　　　　　　　高倉　成男　氏�

日   時：平成13年10月16日（火）14：00～17：00�
場   所：沖縄ハーバービューホテル�
講   師：（株）BMC   代表取締役�
　　　　　　　　阿部　充　氏　他�

日　時：平成14年1月29日～30日�
場　所：沖縄コンベンションセンター�

第2回ベンチャーセミナー�

【特許流通フェアin沖縄】�

問い合わせ先�

経済産業部産業課�

　　　　TEL：098-866-0067

不実施の理由不実施の理由（自社で実施しない理由）（自社で実施しない理由）�不実施の理由（自社で実施しない理由）�

31.5％�

20.8％�

13.1％�
10.1％�9.5％�

6.0％� 6.0％�

0.6％�
2.4％�

そ
の
他�

実
施
化
の
た
め
に
他
社
か
ら
の
技
術
導
入
が
必
要�

不
明�

実
施
化
を
検
討
し
て
い
る
が
結
論
が
出
な
い�

商
品
化
に
よ
る
利
益
が
少
な
い�

新
技
術
が
後
か
ら
開
発
さ
れ
た�

情
勢（
業
績
、経
営
方
針
、市
場
等
）が
変
化
し
た�

他
の
代
替
案
と
比
較
し
て
効
果
が
少
な
い�

他
社
に
権
利
を
と
ら
れ
る
と
困
る
の
で�

出
願
し
た
も
の（
防
衛
出
願
）�

開放特許の割合�

保有特許（約100万件）�

未開放�

48.5％�
約32万件�

51.5％�
約34万件�

開放�

不実施�

65.6％�
約66万件�

34.4％�
約34万件�

実施�

特許流通アドバイザーの派遣�

　当局特許室においては、技術移

転の専門家として特許流通アドバ

イザーが常駐し、技術開発や技術

移転に関する相談を行っておりま

す。また、必要に応じて企業への

訪問も行っておりますのでお気軽

にご相談ください。�

問い合わせ先　沖縄総合事務局特許室�
TEL：098-867-3293

【
知
的
財
産
権
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
】�

【
特
許
流
通
フ
ェ
ア
の
開
催
】�
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沖
縄
本
島
の
西
海
岸
中
部
に
位
置
す

る
北
谷
町
は
、近
年
、返
還
軍
用
地
の
跡

地
利
用
に
よ
り
、郊
外
型
大
規
模
店
舗
等

の
商
業
の
集
積
化
、海
浜
や
公
園
の
整
備

に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、レ
ジ
ャ
ー
等
の

施
設
の
充
実
に
よ
り
集
客
力
の
向
上
が

急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。こ
の
た
め
、主
要

幹
線
道
路
の
国
道
五
八
号
な
ど
で
は
、休

日
及
び
平
日
夕
方
に
は
買
い
物
交
通
や
レ

ジ
ャ
ー
交
通
が
増
加
す
る
た
め
交
差
点
の

渋
滞
が
発
生
し
て
い
ま
す
。�

　
開
発
建
設
部
で
は
、平
成
十
三
年
度
よ

り
、渋
滞
解
消
効
果
が
早
期
に
期
待
さ
れ

る
交
差
点
に
つ
い
て
、Ｐ
Ｉ
方
式
を
導
入
し
、

国
民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
効
率
的
・
効

果
的
な
対
策
を
実
施
す
る「
参
加
型
交

差
点
緊
急
改
良
」に
着
手
し
ま
し
た
。�

　
参
加
型
交
差
点
緊
急
改
良
は
、直
轄

国
道
に
お
け
る
緊
急
渋
滞
対
策
と
し
て
、

渋
滞
解
消
効
果
が
早
期
に
期
待
さ
れ
る

交
差
点
に
つ
い
て
、付
加
車
線
の
設
置
や
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
箇
所
の
拡
幅
等
、

低
コ
ス
ト
で
短
期
間（
一
〜
三
年
程
度
）に

効
果
の
発
現
が
期
待
で
き
る
対
策
を
道

路
管
理
者
が
創
意
工
夫
し
、関
係
す
る
関

係
者
等
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、効
率
的
・

効
果
的
な
事
業
の
実
施
に
よ
り
、早
期
に

渋
滞
解
消
を
図
る
も
の
で
す
。�

　
国
道
五
八
号
の
北
谷
交
差
点
お
よ
び

謝
苅
交
差
点
に
つ
い
て
、関
係
者
等（
北
谷

町
、沖
縄
県
警
、沖
縄
県
、沖
縄
総
合
事

務
局
）と
連
携
し
、「
参
加
型
交
差
点
緊

急
改
良
」と
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。�

　
参
加
型
緊
急
交
差
点
改
良
事
業
に
つ

い
て
は
、住
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
と
関
心

を
持
っ
て
戴
く
た
め
、親
し
み
や
す
い
事
業

ネ
ー
ミ
ン
グ
を
行
う
こ
と
と
し
、当
該
事

業
を「
チ
ャ
タ
ン
友
遊
交
差
点
改
良
事
業
」

と
名
付
け
て
い
ま
す
。�

　
当
該
地
域
は
、特
色
あ
る
複
合
の
商
業

施
設（
ア
メ
リ
カ
ン
ビ
レッ
ジ
、ジ
ャ
ス
コ
、サ
ン

エ
ー
、サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
、映
画
館
等
）が

多
数
立
地
し
、遊
ぶ・
買
う
・
憩
う
・
観
る
・

食
べ
る
な
ど
多
様
な
活
動
を
楽
し
め
る
場

所
で
あ
り
、交
差
点
改
良
に
よ
り
、こ
の
地

域
で
、家
族
・
友
人
・
恋
人
等
が
ふ
れ
あ
う

機
会
が
よ
り
一
層
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し

て
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
ま
し
た
。�

　
当
該
事
業
は
、平
成
十
四
年
三
月
に
完

成
予
定
で
す
。皆
さ
ん
も
出
か
け
て
み
て

は
い
か
が
。　
　
　
　
　  （
道
路
管
理
課
）�

事業実施後の効果（右折滞留長の減少）�

至 那覇�

至 名護�

現況310m�
↓�

改良後240m

現況330m�
↓�

改良後140m

現況630m�
↓�

改良後100m

現況130m�
↓�

改良後100m

現況580m�
↓�

改良後130m

国
道
58
号�謝苅�

北谷�

県道24号線�

県道130号線�

「ＰＩ（Public Involvement）方式」とは？�

　施策の立案や事業の計画・実施などの過程で、関係する住民・
利用者や国民一般に情報を公開した上で、広く意見を聴取し、
事業に反映させる方式のこと。�

 チャタン友遊交差点改良事業の概要�

○事業期間：平成１３年８月～平成１４年３月�
○事 業 費：約２億３千万円�
○事業内容：�
　①国道５８号北谷交差点右折レーンの増設・延長Ｌ＝１４０×２本　
　　(既設７１ｍ１本)�
　②国道５８号謝苅交差点右折レーンの延長Ｌ＝２４５ｍ(既設５４ｍ)�
　③県道１３０号線北谷交差点右折レーンの増設・延長Ｌ＝１５７ｍ×２本
　　(既設右折レーン無し)�
　④北谷交差点・謝苅交差点の信号機の移設と改良�

 事業実施後の効果�
○所要時間の短縮効果（右折滞留長の減少は左図参照）�
【北谷交差点】�

・国道５８号から県道１３０号線への右折 → 約１０分短縮�
・県道１３０号線から国道５８号への右折 → 約５分短縮�
【謝苅交差点】�

・国道５８号から県道２４号線への右折 → 約５分短縮�
・県道２４号線から国道５８号への右折 → 約４分短縮�

参
加
型
交
差
点
緊
急
改
良
で
実
施
中
！�
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堤体右岸より�

　
北
部
ダ
ム
事
務
所
が
沖
縄
県
名
護

市
の
羽
地
大
川
に
多
目
的
ダ
ム
と
し

て
建
設
を
進
め
て
い
る
羽
地
ダ
ム
で

試
験
湛
水
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
梅

雨
明
け
の
沖
縄
に
本
格
的
な
夏
の
到

来
を
告
げ
る
よ
う
な
日
差
し
と
蝉
の

鳴
き
声
が
響
く
中
、
ダ
ム
堤
体
右
岸

の
平
場
に
設
け
ら
れ
た
会
場
に
お
い

て
地
元
関
係
者
、
沖
縄
総
合
事
務
局
、

沖
縄
県
、
名
護
市
、
工
事
関
係
者
多

数
の
出
席
の
元
、
湛
水
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。�

　
式
典
で
は
、
北
部
ダ
ム
事
務
所
長
、

沖
縄
総
合
事
務
局
次
長
の
式
辞
、
沖

縄
県
技
監
、
名
護
市
長
、
地
元
代
表

者
お
よ
び
施
工
者
代
表
者
か
ら
の
祝

辞
を
頂
き
ま
し
た
。
橋
本
次
長
は
「
地

元
の
方
の
ご
理
解
と
関
係
さ
れ
た
方
々

の
努
力
の
た
ま
も
の
で
あ
る
」
と
感

謝
の
意
を
表
し
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
取
水
塔
前
に
お
い
て
北
部

ダ
ム
事
務
所
副
所
長
の
「
湛
水
開
始
」

の
合
図
と
と
も
に
ゲ
ー
ト
の
ス
イ
ッ

チ
が
押
さ
れ
、
地
元
関
係
者
等
に
よ

り
く
す
玉
が
開
披
さ
れ
る
な
か
、
引

き
続
き
、
技
術
管
理
官
の
音
頭
に
よ

り
出
席
者
の
万
歳
三
唱
で
湛
水
式
典

は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
会
場
の
横

で
は
、
パ
ネ
ル
お
よ
び
取
水
塔
模
型

が
展
示
さ
れ
、
「
日
本
初
の
空
気
ロ

ッ
ク
式
取
水
設
備
」
の
仕
組
み
に
つ

い
て
多
く
の
方
が
質
問
す
る
場
面
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。�

　
九
月
に
入
る
現
在
、
貯
水
池
の
状

況
と
し
て
は
、
湛
水
開
始
後
も
晴
天

の
日
が
続
き
、
時
折
、
亜
熱
帯
性
気

候
特
有
の
ス
コ
ー
ル
が
降
り
ま
す
が
、

貯
留
水
が
増
え
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、

な
か
な
か
思
い
通
り
に
は
い
っ
て
い

な
い
状
況
で
す
。
台
風
頼
み
と
な
り

そ
う
な
模
様
で
す
が
、
な
る
べ
く
は
、

徐
々
に
増
え
て
ほ
し
い
と
願
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。�

　
こ
れ
ま
で
羽
地
ダ
ム
は
、
日
本
初
の

空
気
ロ
ッ
ク
に
よ
る
取
水
設
備
を
は
じ

め
と
し
て
、
放
流
設
備
へ
の
引
張
り
ラ

ジ
ア
ル
ゲ
ー
ト
の
採
用
、
放
流
水
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
り
製
造
し
た
圧
縮
空
気
の

利
用
な
ど
あ
ら
ゆ
る
技
術
開
発
、
コ
ス

ト
縮
減
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
環

境
対
策
の
面
で
も
、
赤
土
の
流
出
防
止

対
策
や
、
各
種
調
査
を
基
に
、
生
態
系

に
与
え
る
影
響
を
極
力
少
な
く
す
る
た

め
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

名
護
市
街
地
近
郊
と
い
う
立
地
条
件
か

ら
、
地
元
の
地
域
振
興
の
面
で
も
新
た

な
観
光
資
源
と
し
て
の
期
待
が
大
き
く
、

ダ
ム
の
完
成
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。�

　
羽
地
ダ
ム
は
、
完
成
す
る
と
沖
縄
県

で
は
福
地
ダ
ム
に
次
ぐ
二
番
目
に
大
き

い
貯
水
容
量
を
有
す
る
ダ
ム
と
な
り
ま

す
。�

　
今
後
は
試
験
湛
水
の
確
実
な
進
捗
と

周
辺
整
備
等
の
工
事
を
実
施
し
、
平
成

十
六
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。�

　
平
成
十
三
年
七
月
三
日
、
羽
地
ダ
ム
の
試
験
湛
水
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
米
軍
の
計
画
立
案
か
ら
実
に
三
十
五
年
、
今
、
よ
う
や

く
ダ
ム
湖
が
姿
を
現
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。�

湛水開始ボタンの押下�

位　置：（左岸）沖縄県名護市字田井等地先�
　　　　（右岸）沖縄県名護市字親川地先�
形　式：中央コア型ロックフィルダム�

堤 高 �

堤 頂 長 �

堤 体 積 �

集 水 面 積 �

湛 水 面 積 �

総 貯 水 容 量 �

有効貯水容量�

設 計 洪 水 位 �

サーチャージ水位�

常 時 満 水 位 �

66.5m�

198m�

1,050,000m3�

10.9km2�

1.15km2�

19,800,000m�

19,200,000m�

EL . 71.5m�

EL . 68.7m�

EL . 65.0m

貯水池容量配分�
EL . 74.0m

EL . 68.7m ▽  サ－チャ－ジ水位� ▽�

EL . 65.0m ▽  常時満水位�

満水調節容量  3,600,000m3

堆砂容量  600,000m3

利水容量  15,600,000m3�

不特定  2,600,000m3�

かんがい  7,100,000m3�

水道  5,900,000m3

EL . 33.0m ▽  最低水位�

EL . 7.5m ▽  基礎地盤�

洪
水
調
節
容
量
�

利
水
容
量
�

有
効
貯
水
容
量
  1
9,
20
0,
00
0m

3

総
貯
水
容
量
  1
9,
80
0,
00
0m

3

沖 縄 県 �

羽地ダム�

名護�

那
覇�
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こ
れ
ま
で
、
地
方
の
赤
字
バ
ス
路
線

に
つ
い
て
は
、
需
給
調
整
規
制
を
前
提

と
し
た
内
部
補
助
に
よ
り
維
持
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
需
給
調
整
規

制
を
前
提
と
し
た
内
部
補

助
と
は
、
既
存
の
事
業
者

が
経
営
す
る
黒
字
路
線
に

お
け
る
新
規
事
業
者
の
参

入
を
制
限
す
る
一
方
、
赤

字
路
線
に
お
い
て
も
既
存

の
事
業
者
の
事
業
の
休
止

や
廃
止
の
自
由
を
制
限
し
、

黒
字
路
線
の
収
益
で
赤
字

路
線
の
損
失
を
償
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
バ
ス
事
業
全

体
を
成
り
立
た
せ
る
制
度

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
需

給
調
整
規
制
に
よ
る
長
年
に
わ
た
る
独

占
・
寡
占
の
結
果
、
経
営
意
欲
に
乏
し

く
、
非
効
率
な
事
業
者
が
温
存
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
妨
げ
ら
れ
、
事
業
全
体
の
活
性
化

を
阻
害
す
る
な
ど
そ
の
弊
害
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

旧
運
輸
省
で
は
、
経
営
意
欲
に
溢
れ
た

事
業
者
が
積
極
的
に
事
業
展
開
を
行
う

こ
と
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
制
度
を
構

築
す
る
こ
と
と
し
て
、
昨
年
五
月
、
こ

の
需
給
調
整
規
制
を
廃
止
す
る
こ
と
な

ど
を
内
容
と
す
る
道
路
運
送
法
の
改
正

法
が
可
決
・
成
立
し
、
来
年
二
月
よ
り

施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
需

給
調
整
規
制
の
廃
止
に
よ
っ
て
、
事
業

の
休
止
や
廃
止
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
事

業
者
が
一
義
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
基

本
と
な
る
た
め
、
地
域
住
民
の
日
常
生

活
に
必
要
な
バ
ス
路
線
を
維
持
・
確
保

の
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、

需
給
調
整
規
制
の
廃
止
を
提
言
し
た
運

輸
政
策
審
議
会
（
国
土
交
通
大
臣
の
諮

問
機
関
）
の
答
申
や
道
路
運
送
法
の
改

正
法
に
対
す
る
国
会
の
附
帯
決
議
に
お

い
て
は
、
事
業
者
が
路
線
退
出
を
希
望

す
る
場
合
や
路
線
の
維
持
が
困
難
な
場

合
に
地
域
の
足
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し

て
い
く
の
か
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、

地
域
ご
と
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
、

バ
ス
事
業
者
な
ど
の
関
係
者
を
メ
ン
バ

ー
と
す
る
地
域
協
議
会
を
設
置
す
る
こ

と
が
適
当
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。�

��

　
こ
れ
を
受
け
て
、
本
年
三
月
二
十
二

日
、
沖
縄
県
企
画
開
発
部
地
域
・
離
島

振
興
局
長
（
議
長
）
、
沖
縄
総
合
事
務

局
運
輸
部
長
（
副
議
長
）
の
他
、
各
市

町
村
長
、
沖
縄
県
バ
ス
協
会
会
長
か
ら

構
成
さ
れ
る
「
第
一
回
沖
縄
県
生
活
交

通
確
保
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
協
議
会
で
は
、
路
線
の
退
出
を
希
望

す
る
事
業
者
は
退
出
予
定
日
の
一
年
程

度
前
に
そ
の
意
向
を
申
し
出
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
活
路
線
確
保
の
た
め
の
検
討

期
間
が
十
分
確
保
で
き
る
よ
う
に
配
慮

す
る
こ
と
や
、
退
出
予
定
路
線
の
輸
送

量
や
収
支
状
況
な
ど
の
資
料
を
提
供
し

説
明
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
よ
り
具
体
的
・
詳
細
な
検
討
・
調

整
を
行
う
た
め
、
地
区
協
議
会
を
、
さ

ら
に
、
各
バ
ス
路
線
ご
と
や
各
市
町
村

ご
と
に
バ
ス
対
策
会
議
を
設
置
す
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。�

　
引
き
続
き
、
本
年
四
月
二
十
六
日
、

第
二
回
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
協
議
会
に
お
い
て
は
、
バ
ス
事
業
者

よ
り
廃
止
予
定
路
線
三
十
七
系
統
が
示

さ
れ
、
こ
れ
ら
系
統
に
関
す
る
概
況
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
沖
縄
総
合
事
務

局
運
輸
部
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
沖

縄
県
や
バ
ス
事
業
者
な
ど
の
関
係
者
と

緊
密
に
連
絡
・
調
整
し
な
が
ら
、
生
活

交
通
路
線
の
確
保
の
た
め
の
方
策
を
講

じ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。�

路
線
休
廃
止
の
表
明�

沖縄県生活交通確保協議会�原則年1回開催�

随時開催�

国・県参加�

市町村主体�

生活交通確保協議会本島北部地区協議会�

生活交通確保協議会本島中部地区協議会�

生活交通確保協議会本島南部地区協議会�

生活交通確保協議会宮古地区協議会�

生活交通確保協議会八重山地区協議会�

◯◯路線バス対策協議会�
（路線関係市町村）�

◯◯市町村バス対策会議�
（各市町村毎に設置）�

報告�

協議�

報告�

協議�

バス事業者�

路線の休廃止・変更の予告、協議�
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経済�
産業部�
経済�
産業部�

農林�
水産部�
農林�
水産部� 財務部�財務部�

　「物流効率化講演会」を８月16日に
豊見城村立中央公民館にて開催しま
した。�
　経済産業部では、卸売業者や物流
業者等を対象とし、物流効率化に対す
る意識啓発を図るための講演会を開
催しております。�
　今回は、豊見城村商工会から開催
の要望がありました。村では、現在、豊
見城村地先開発事業による臨空港型
産業用地の造成が進められております。�
　講師には、中小企業総合事業団の
物流効率化アドバイザー、藤松英也（㈱
日本ロジスティクス総合研究所　ｼﾆｱｺﾝ
ｻﾙﾀﾝﾄ）氏を迎え、「流通変革時代に求
められる物流システムと共同物流戦略」
をテーマに講演を行いました。�
　藤松講師からは、流通変革によって
企業に求められているコスト削減と物
流サービスレベルについて、従来の物
流管理とは異なるロジスティクスシステ
ム構築の必要性が説明され、併せて
共同物流のしくみと国の支援策、取組
事例と共同物流事業成功のポイントが
紹介されました。�

  去る６月２８日に中城村内のほ場において、
県内各地で二十数年ぶりに発生しているさ
とうきび黒穂病の駆除を行うため、農林水
産部若手職員が中心となって罹病株の抜
取り作業を行ないました。これは、平成１３
年度農林水産部初任者研修の農作業体
験の一環として実施したもので、４名の研修
生の他に農林水産部職員十数名が参加し
ました。�
  黒穂病は、糸状菌(カビ類)の一種である
黒穂病菌の胞子が周辺のさとうきびに伝搬し、
蔓延します。黒穂病の症状としては、茎の
新葉が黒褐色の鞭状になり、茎長や節間
は長くなり、ススキ状にやせ細り、のちに枯
死してしまいます。黒穂病対策としては、薬
剤による防止法もありますが、罹病株の抜
取りによる耕種的防除方法がより効果的で
あることから、今回の農作業体験が実施さ
れました。�

　農作業体験では、猛暑の中、「中部地区
さとうきび生産振興対策協議会」の金城静
光事務局長から罹病株の見分け方や抜取
り作業の手順が紹介された後、農林水産部
職員による懸命な作業が行われました。�
  今回参加した研修生達からは、「短い時
間ではありましたが、炎天下の中、株抜き作
業はかなりの体力を使い、農家の仕事の大
変さが身にしみてわかりました。この日の作
業は、私たちにとってとても貴重な体験とな
りました。」とのコメントがあり、今後の沖縄
農林水産業の舵取りを担う若手職員にとっ
て、貴重かつ思い出深い一日となりました。�

平成１３年６月より�
ＥＤＩＮＥＴが稼働�

初任者研修で農作業体験�
ーさとうきび黒穂病駆除ー�

 「物流効率化講演会」を開

　ＥＤＩＮＥＴ（エディネット）とは「証券取
引法に基づく有価証券報告書等の開
示書類に関する電子開示システム」の
愛称です。�
　“ＥＤＩＮＥＴ”は、現在、紙媒体で提
出されている有価証券届出書、有価証
券報告書等の開示書類の提出、公衆
縦覧等の一連の手続を電子化すること
により、提出会社の事務負担の軽減、投
資家による企業情報へのアクセスの公平・
迅速化を図り、もって証券市場の効率
性を高めることを目的として開発されまし
た。つまり、証券取引法に基づくディスク
ロージャー制度を電子化しようとするもの
です。�
　開示情報は各財務局（沖縄において
は財務部理財課）の閲覧室に設置され
た縦覧用パソコンによって公衆縦覧に
供するとともに、インターネットを利用して
広く一般に提供されています。 　　　
　　　　http://info.edinet.go.jp�
�
（平成１６年５月３１日までは電子媒体で
の開示は企業の任意でよいこととなって
おり、それまでの間は当局監理会社のう
ち紙媒体で提出された分については、
当局の縦覧用パソコンでみることとなり
ます。）�
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開発�
建設部�

運輸部� 開発�
建設部�

開発�
建設部�
開発�
建設部�

運輸部�

　那覇都市圏の慢性的な交通渋滞の
緩和を目的に、運輸部では、二つの
TDM実証実験（「パークアンドバスライド」
と「てぶら観光」）を企画し、現在、バス四
社と貨物運送事業者によってサービスが
実施されています。各実験事業の概要
は次のとおり。�
�

「パークアンドバスライド」�
　①実験期間：8月30日～10月5日（土日・
祝日を除く）、②実験区間：宜野湾市内
駐車場（沖縄コンベンションセンターの斜
め向かい）から那覇バスターミナルまでの
10.5ｋｍ、③運行回数と運行時刻：朝４回（宜
野湾発07：30、07：40、07：50、08：00）、夕
方４回（バスターミナル発17：30、18：00、
18：30、19：00）、④運賃は片道４００円で、
２種類の乗車券を販売する（10組：3,400
円（15％引き）、2枚組（往復）：800円）、
⑤乗車券の販売所：那覇バスターミナル
と宜野湾駐車場（朝のみ）、⑥乗車券は、
下りの場合、宜野湾高校前までの既存
の路線バスも利用可。�
�

「てぶら観光」�
　個人観光客を手荷物から解放して、
空港からホテルへの手荷物配送サービ
スを行う。主な内容は次のとおり。�
　①実験期間：8月20日～9月19日、②受
付時間・場所：09：00～16：00、空港到着
ロビー受付カウンター、③利用対象者：那
覇市内のホテル・旅館に宿泊する個人
観光客等、④料金：手荷物一個につき
200円（30kgまで）。�
　なお、てぶら観光利用者には、バスの
乗車券（那覇市内均一区間）を通常の
半額の100円で販売することとしています。�

　国土交通省と林野庁は、７月２１日
から７月３１日までを「森と湖に親しむ
旬間」と定め、全国各地のダムや森
林で湖水まつりやダム見学・スポーツ
大会等、様々な行事が実施されてい
ます。�
　沖縄においても、その行事の一環
として、去った７月２２日（日）に宜野座
村に建設された漢那ダムにおいて、「第
８回 漢那ダムまつり」が開催されま
した。当日は晴天にも恵まれ、総勢約�
６，０００人もの来客者でにぎわいました。�
　まつりは「地元中学校吹奏学部に
よる演奏」で幕を開け「ライブコンサ
ート・うなぎつかみ取り・カヌー体験」
等多彩なイベントが催され、「うなぎつ
かみ取り」では、大勢の子供達が池
の中をはしゃぎ回り、その姿は真夏の
暑さも清 し々く感じられる光景でした。�
　そして、最後に、夜空を舞い散る
花火で、盛大にまつりの幕を閉じまし
た。�

「第８回 漢那ダムまつり」開
催される！！�

交通需要マネジメント（TDM）�
実証実験事業を開始！�

平成12年度沖縄総合事務局
開発建設部所管に係る優良施
工業者等を表彰�

  表彰は、平成１２年度に完成した開発
建設部発注の工事等を施工した業者を
局長表彰するもので、６月１１日に橋本次
長を委員長とする表彰選考委員会を開
催し、工事部門３７５件、業務部門３４０件
の中より、各事務所から推薦のあった案
件を対象に評価を行い厳正の結果、他
の模範となるものして工事部門で６社、
業務部門で６社、優秀建設技術者部門
で８名を優良施工業者等として決定し、
表彰することといたしました。�
　表彰式は、７月１１日「かりゆしアーバン
リゾート那覇」おいて、吉田局長の式辞
に始まり、橋本次長の講評、表彰状の授
与、受賞者代表謝辞等滞りなく行われ
ました。�
　吉田局長は式辞において「受賞され
た皆様は、それぞれの分野においてハ
イレベルな仕事をされ、質の高い、県民
共有の公共施設を整備をしていただき、
その尽力に対し敬意を表するとともに、
更なる人材育成や技術力の向上を図ら
れ、活力に満ちた沖縄県造りにご支援を
お願いします。」と述べられ、受賞者の
皆様の今後の活躍に期待されました。�
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「
だ
れ
の
た
め
の�
　
　
仕
事
な
のか
」�

朝
日
新
聞
那
覇
支
局
長�

松
田
　
和
生�

　
夏
休
み
に
四
国
へ
出
か
け
た
。気
ま

ま
に
レ
ン
タ
カ
ー
を
走
ら
せ
、お
っ
と
思

っ
た
と
こ
ろ
で
宿
を
取
る
旅
。主
要
都

市
へ
の
距
離
や
交
通
規
制
の
情
報
を

伝
え
て
く
れ
る
電
光
掲
示
板
は
、ド
ラ

イ
ブ
に
欠
か
せ
な
い
道
路
付
帯
施
設
だ
。

国
道
十
一
号
線
の
頭
上
に
も
数
多
く

取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。と
こ
ろ
が
…
…
。�

　「
八
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す
」�

　
う
ん
、そ
ん
な
の
が
あ
っ
た
な
。ほ
ど

な
く
次
の
掲
示
板
が
現
れ
た
。�

　「
八
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す
」�

　
そ
れ
は
分
か
っ
た
。で
、ど
う
し
ろ
と

い
う
の
だ
。車
を
降
り
て
、路
面
に
ほ

お
ず
り
で
も
す
れ
ば
い
い
の
か
。私
の

疑
問
と
は
無
関
係
に
、敵
は
容
赦
な

く
畳
み
か
け
て
く
る
。�

　「
八
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す
」�

　
え
え
い
、ほ
か
に
伝
え
る
べ
き
情
報

は
な
い
の
か
。頼
む
、だ
れ
か
あ
れ
を
止

め
て
く
れ
。快
適
な
気
分
は
消
え
、イ

ラ
イ
ラ
だ
け
が
募
っ
た
。�

　
思
い
直
し
も
し
た
。ひ
ょ
っ
と
し
た

ら
大
変
な「
月
間
」な

の
か
も
知
れ
な
い
。沖

縄
に
戻
る
な
り
、国
土

交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
い
た
。い
わ
く

「
国
民
に
改
め
て
道
路

と
ふ
れ
あ
い
、道
路
の

役
割
及
び
重
要
性
を

再
認
識
し
て
も
ら
い
、

さ
ら
に
は
道
路
を
い
つ

く
し
む
と
い
う
道
路

愛
護
思
想
の
普
及
及

び
道
路
の
正
し
い
利
用

の
啓
発
を
図
り
、道
路

を
常
に
広
く
美
し
く
、

安
全
に
利
用
す
る
機
運
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
…
…
」。�

　
何
こ
れ
？
　
日
本
語
の
ひ
ど
さ
は

お
く
と
し
て
、こ
の
文
を
起
案
し
た
人
、

そ
し
て
決
裁
し
た
は
ず
の
エ
ラ
イ
人
は

「
道
路
と
ふ
れ
あ
い
」「
道
路
を
い
つ
く

し
む
」「
正
し
い
利
用
」っ
て
何
な
の
か
、

本
当
に
説
明
で
き
る
の
か
。ド
リ
ル
や

ツ
ル
ハ
シ
で
道
路
に
穴
を
開
け
て
回
っ

た
り
、爆
破
を
試
み
た
り
す
る
輩
が
横

行
し
て
い
る
の
な
ら
分
か
ら
な
い
で
も

な
い
。「
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で
」程
度
の

話
な
ら
、小
学
校
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
、わ

ざ
わ
ざ
国
の
お
役
人
に
ご
教
示
い
た

だ
く
ま
で
も
な
い
。「
道
路
愛
護
思
想
」

に
は
思
い
切
り
笑
わ
せ
て
も
ら
っ
た
。�

　
前
身
の「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」は

一
九
五
八
年
に
始
ま
っ
た
。こ
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
た
め
に
累
計
で
ど
れ
だ
け
の
税

金
が
投
じ
ら
れ
た
か
知
ら
な
い
が
、い

ま
だ
に
国
民
は「
啓
発
」の
対
象
で
あ

る
ら
し
い
。朝
日
新
聞
が
八
十
八
年
以

降
の
十
四
年
間
で「
月
間
」に
触
れ
た

記
事
は
ニ
十
八
本
し
か
な
い
。そ
の
間
、

国
側
が
恐
ら
く
全
都
道
府
県
で
記
者

発
表
を
繰
り
返
し
て
き
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
だ
。「
ふ
れ
あ
い
」に
名
前
が
変

わ
っ
た
今
年
は
た
っ
た
一
本
。マ
ス
メ
デ
ィ

ア
に
乗
る
の
が
す
べ
て
で
は
な
い
だ
ろ

う
が
、こ
の
数
字
は
深
刻
に
受
け
止
め

て
も
ら
っ
て
い
い
と
思
う
。�

行
政
が「
ふ
れ
あ
い
」を
言
い
出
す
と
、

反
射
的
に「
ウ
ソ
つ
け
」と
思
っ
て
し
ま

う
。「
い
き
い
き
」「
や
さ
し
い
」も
う
さ

ん
臭
い
。小
泉
サ
ン
だ
っ
て「
痛
み
を
伴

う
改
革
」と
言
っ
て
い
る
ご
時
世
な
の
に
、

耳
障
り
の
い
い
言
葉
さ
え
使
え
ば
よ
く

分
か
ら
な
い
事
業
を
続
け
ら
れ
る
と
は
、

納
税
者
も
な
め
ら
れ
た
も
の
だ
。�

　
た
ま
た
ま
道
路
の
話
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
が
、農
政
や
漁
政
に
し
て
も
、例
え

ば
沖
縄
県
内
の
あ
ち
こ
ち
で
見
か
け

る「
国
庫
補
助
○
○
事
業
」の
大
看
板

に
は
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。い

っ
た
い
、あ
れ
は
だ
れ
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
。と
て
も
一
般
市
民
向

け
に
は
見
え
な
い
し
、受
益
者
で
あ
る

農
林
水
産
業
者
に
は
言
わ
ず
も
が
な

の
内
容
だ
。安
く
は
な
い
金
が
か
か
っ
て

い
る
は
ず
な
の
に
、後
は
朽
ち
果
て
よ

う
が
ほ
っ
た
ら
か
し
な
の
だ
か
ら
、暴
走

族
の
落
書
き
と
変
わ
ら
な
い
で
は
な
い

か
。�

　
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
け
れ
ど
、

主
役
は
住
民
。事
業
の
改
廃
が
大
変

な
の
は
分
か
る
が
、す
ぐ
に
で
も
で
き

る
こ
と
は
結
構
あ
る
。沖
縄
総
合
事

務
局
に
関
し
て一つ
だ
け
挙
げ
る
な
ら
、

せ
っ
か
く
立
ち
上
げ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

住
民
と
の
接
点
と
し
て
は
非
常
に
有

用
な
の
に
、九
月
に
な
っ
て
も
イ
ベ
ン
ト

案
内
が
七
月
で
止
ま
っ
て
い
る
の
は
い

か
が
な
も
の
だ
ろ
う
か
。�

電光掲示板の正しい使い方。これなら渋滞にイライラするだけで済む（宜野湾市の国道58号で）�
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内閣府大臣官房審議官�
（沖縄担当）に�

やま もとしん いち ろう�

山本信一郎�

沖縄総合事務局�
次長に�
しも がみ たみ お�

霜 上 民 生 �

沖縄総合事務局�
総務部長に�
かげ やま よう いち�

影山洋一�

　笹本　健　前総務部長の転任に
伴い、平成１３年８月１日付けで沖縄総
合事務局総務部長に影山洋一氏が
就任した。�
　昭和５３年早稲田大学法学部卒業。
同年総理府入府、平成元年沖縄開
発庁沖縄総合事務局総務部人事課長、
平成３年沖縄開発庁総務局総務課
総括課長補佐、平成４年総務庁企画
調整課人事企画官、平成６年内閣総
理大臣官房参事官、平成８年日本学
術会議事務局総務部庶務課長、平
成１０年国際平和協力本部事務局総
務担当参事官、平成１１年総務庁長
官官房参事官（交通安全対策担当）、
平成１３年１月総務省統計センター経
済製表部長を歴任後現在に至る。�
�
福島県出身、４６歳�

　橋本　健　前次長の転任に伴い、
平成１３年９月３日付けで沖縄総合事
務局次長に霜上民生氏が就任した。�
　昭和４６年京都大学工学部卒業、昭
和４８年京都大学大学院工学研究科
修士課程修了。同年建設省入省、平
成３年建設省近畿地方建設局企画部
環境審査官、平成５年建設省近畿地
方建設局大阪国道工事事務所長、平
成７年沖縄県技術吏員（技監）、平成
１０年阪神高速道路公団計画部長、平
成１３年９月国土交通省大臣官房付を
歴任後現在に至る。�
�
�
�
�
�
兵庫県出身、５２歳�

　平成１３年８月１日付けで内閣府大
臣官房審議官（沖縄担当）に山本信
一郎氏が就任した。�
　昭和４８年京都大学法学部卒業。
同年自治省入省、平成３年岡山県総
務部長、平成５年４月自治省大臣官房
情報管理室長、同年９月自治省行政
局選挙部管理課長、平成１０年自治省
行政局選挙部選挙課長、平成１１年自
治省行政局行政課長、平成１２年自治
省大臣官房審議官（選挙担当）、平成
１３年１月総務省大臣官房審議官（選
挙担当）、同年７月総務省大臣官房審
議官（地方行政・地方公務員制度、選
挙担当）を歴任後現在に至る。�
�
�
�
福井県出身、５０歳�

幹部の就任�

氏が就任� 氏が就任� 氏が就任�
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書
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「
技
術
者
の
た
め
の
赤
土
等
対
策
入
門
書
」�

等
の
発
刊
に
つ
い
て�

　
沖
縄
県
に
お
け
る
赤
土
等
流
出

問
題
は
、本
土
復
帰（
昭
和
四
七
年
）

以
降
、営
農
活
動
・
開
発
工
事
等
に

よ
り
顕
在
化
し
ま
し
た
。�

　
今
な
お
対
策
検
討
を
要
す
る
要

因
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、今
後
も

解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部

に
お
い
て
も
、発
注
工
事
に
お
け
る

赤
土
等
流
出
対
策
に
取
り
組
ん
で

き
て
お
り
、平
成
七
年
十
月
に
施
行

さ
れ
た「
沖
縄
県
赤
土
等
流
出
防

止
条
例
」に
対
応
す
べ
く
、平
成
八

年
四
月
に「
赤
土
等
流
出
防
止
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル（
案
）」（
以
下
、マ
ニ
ュ
ア

ル（
案
）と
す
る
）を
発
刊
し
、各
工

事
現
場
に
お
い
て
赤
土
等
流
出
防

止
対
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
ま
た
、平
成
九
年
度
に「
赤
土
等

流
出
防
止
対
策
検
討
会
」
を
立
ち

上
げ
「
現
場
条
件
や
環
境
等
の
多

種
多
様
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る

赤
土
等
流
出
防
止
対
策
を
よ
り
確

実
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
最
新
技

術
の
導
入
や
現
場
実
績
か
ら
の
フ
ィ

ー
ド
バッ
ク
等
に
よ
り
マ
ニュ
ア
ル（
案
）

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、建
設
技

術
者
の
技
術
力
の
向
上
を
図
る
」こ

と
を
目
的
と
し
て
継
続
的
に
検
討

会
議
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。�

　
そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、マ
ニ
ュ
ア

ル（
案
）の
改
訂
作
業
、マ
ニュ
ア
ル（
案
）

を
補
足
す
る「
赤
土
等
流
出
防
止

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル（
案
）実
務
・
施
工
事

例
集
」の
作
成
等
が
あ
り
、こ
と
工

事
に
限
定
す
れ
ば
赤
土
等
流
出
防

止
対
策
は
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
て
き
た

と
い
え
ま
す
。�

　
一
方
、沖
縄
に
お
け
る
赤
土
等
流

出
問
題
に
関
し
て
は
、沖
縄
総
合
事

務
局
、沖
縄
県
を
は
じ
め
と
す
る
官

公
庁
、琉
球
大
学
な
ど
の
研
究
機
関

に
お
い
て
、様
々
な
調
査
・
研
究
が
な

さ
れ
て
ま
す
。�

　「
技
術
者
の
た
め
の
赤
土
等
対
策

入
門
書
」は
、有
識
者
か
ら
な
る「
赤

土
等
流
出
防
止
対
策
技
術
書
作
成

検
討
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
員
会
」
を
開

催
し
、こ
の
よ
う
な
既
存
の
調
査
・
研

究
成
果
を
、技
術
者
向
け
の
赤
土
等

流
出
問
題
の
入
門
書
と
し
て
と
り

ま
と
め
た
も
の
で
す
。赤
土
等
流
出

問
題
の
概
要
・
流
出
メ
カ
ニ
ズ
ム・
法

制
度
・
調
査
編
・
対
策
編
か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、参
考
と
な
る
と
思
い

ま
す
。�

写真：書籍「技術者のための赤土等対策入門書」等�
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